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昭和63年度町の予算決まる
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催
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補
助
金
（
林
構
事
業

　
を
含
む
）
　
七
、
八
六
〇
万
円

▽
湯
本
共
同
浴
場
修
繕
料
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

入
減
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
分
担

金
及
び
負
担
金
と
県
支
出
金
で
、

合
計
一
億
κ
、
O
O
O
万
円
ほ
ど

少
な
く
な
っ
て
お
り
、
歳
入
は
全

般
的
に
町
債
依
存
度
の
高
い
配
分

と
い
え
ま
す
．
次
に
歳
出
で
は
、

一
番
多
く
減
少
し
て
い
る
の
が
教

育
費
で
、
こ
れ
は
松
之
山
小
学
校

建
築
が
、
　
一
部
グ
ラ
ン
ド
整
備
を

残
し
て
ほ
ぼ
完
了
し
た
事
に
よ
る

も
の
で
、
前
年
度
よ
り
四
億
円
少

な
い
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
’
年
は
町
制
施
行
三
十

周
年
記
念
の
年
と
い
う
事
で
、
町

新年度に向けての施政方針演説をする村山町長

昭和63年度　　特別会計予算
　　　国民健康保険

　　　　事業勘定　　3億7，809万2干円
　　　　診療所勘定　　2億3，876万2T・円

　　　老人保健　　　2億7，838万8千円

6，078万5千円

4，726万7千円

簡易水道

農業共済

ll
二 。．▲‘』直

　
馳

騰
欝
ー
…

▽
松
之
山
観
光
案
内
板
二
基
設
置

　
　
　
　
　
　
　
四
五
〇
万
円

▽
ス
キ
ー
場
初
心
者
用
リ
フ
ト
一

　
基
建
設
　
　
九
、
○
○
○
万
円

▽
ス
キ
i
場
圧
雪
用
ラ
ト
ラ
ッ
ク

　
一
台
購
入
　
二
、
五
〇
〇
万
円

▽
町
ス
ク
ー
ル
バ
ス
ニ
台
購
入

　
　
　
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
松
之
山
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備

ほ
か
　
　
　
　
五
〇
〇
万
円

▽
松
之
山
中
学
校
理
科
室
移
転
工

事
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
町
史
編
さ
ん
事
業

　
　
　
　
　
　
一
、
二
五
〇
万
円

　
　
　
　
　
）

町　税
1億8，562万4
　　　　（8。3％

分担金及び負担

　　6，531万2
　　　　（2．9％
使用料及ぴ手数
　　　繰越金な
i億4，239万円
＼　　（03％

　　地方譲与税その他

　　　　3，600万1千円
　　　　　（1．6％）

国庫支出金

7．935万6千円
　（3．5％）

鞭蚕
町債　　　　矯2億9，770万円
（B．2％）　歳入

地方交付税
12億1，000万円

　（53．8％）

議会費4，900万8千円（2．2％）

　労働費3，523万6千円（r．5％

三
月

公債費
4億5，836万7千円

　（20．4％）

史
編
さ
ん
を
は
じ
め
、
各
項
目
に

事
業
費
が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
町
の
借
金
返
済
に

あ
た
る
公
偵
費
が
歳
出
項
n
の
ト

ッ
プ
を
占
め
る
ま
で
と
な
り
、
率

に
し
て
二
〇
・
四
％
、
全
体
の
五

分
の
一
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
定
例
議
会
で
は
予
算
以
外

に
、
束
頸
城
郡
土
地
開
発
公
社
の

設
立
が
議
決
さ
れ
た
ほ
か
、
一
名

欠
員
と
な
っ
て
い
る
町
農
業
共
済

損
害
評
価
会
委
員
に
、
盃
十
子
平

の
涌
井
正
二
さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
．

　
昭
和
六
十
二
年
度
最
後
の
補
正

予
算
な
ど
を
審
議
す
る
臨
時
議
会

が
、
三
月
三
十
日
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
は
、
一
般
．
蒋
別
会

計
の
補
正
予
算
が
主
な
内
容
で
し

た
が
、
簡
易
水
道
条
例
の
一
部
改

正
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
補
正
予
算
の
内
容
に
つ
い
て

讐瑠繊暑・

7，349万7千円消防黄
（3．3％）

　　衛生費
8，768万4千円
（3．9％〉

簸こ
商工費　今
i億8，037万1千円
（8．0％）　　1

土木費　　　　’
3億5，661万2千円
　（15．8％）

円
属

斯
粛

糖
讐

　
2

◎
昭
和
六
十
二
年
度
一
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
七
回
）

〇
九
一
万
三
千
円
追
加
し
て
総
額

　
二
七
億
九
、
七
七
四
万
六
千
円

　
に
。
こ
の
主
な
も
の

▽
役
場
庁
内
電
話
架
設
料
（
プ
ッ

　
シ
ュ
ホ
ン
）
　
　
一
七
二
万
円

▽
パ
ソ
コ
ン
一
台
・
ワ
ー
プ
ロ
一

　
台
分
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

▽
松
之
山
中
学
校
周
辺
土
地
購
入

　
七
九
〇
〇
㎡
　
　
一
二
八
万
円

▽
赤
字
地
方
バ
ス
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
五
六
四
万
円

▽
温
泉
掘
削
等
観
光
施
設
整
備
基

　
金
積
立
金
　
二
、
○
○
○
万
円

▽
町
道
舗
装
補
修
　
八
O
O
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
四
回
）

〇
二
五
万
円
追
加
し
て
総
額
三
億

　
六
、
　
一
〇
〇
万
五
千
円
に
。

○
診
療
所
勘
定
　
五
四
六
万
円
減

　
額
し
て
総
額
二
億
三
、
四
三
三

　
万
三
千
円
に
。

◎
簡
易
水
道
事
業
補
正
予
算
（
第

四
回
）

〇
四
一
万
七
千
円
追
加
し
て
総
額

　
六
、
七
四
八
万
円
に
。
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まつのやま④

今
月
か
ら
納
税
な
ど
が

口

座
振
替

に
変
わ
り
ま
す

　
広
報
三
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
納
税
な
ど

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
が
口
座
振
替
に

変
わ
り
ま
す
．

　
第
一
回
目
の
引
き
落
し
日
は
、

毎
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
依
頼
し
た
金
融
機
関
の

預
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

，
毎
月
の
納
税
に
納
期
一
覧
表
の

ご
利
用
を
お
進
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
‘

国民年金保険料

額7，700円定

定額付加8，100円

〈
注
　
意
〉

　
国
民
年
金
の
場
合
は
、
毎
月
の

納
付
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、

四
月
か
ら
定
額
だ
け
の
方
は
七
、

七
〇
〇
円
、
付
加
年
金
に
も
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
四
〇
〇
円
多
い

八
、
　
一
〇
〇
円
を
、
納
期
一
覧
表

に
書
き
込
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
金
額
は
一
名
分
で
す
の
で
、

家
族
で
何
名
か
保
険
料
を
納
め
て

い
る
場
合
は
、
合
計
し
た
金
額
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
育
料
は
毎
月
納

　
入
通
知
書
を
出
し

　
ま
せ
ん

　
二
月
に
入
所
決
定
通
知
を
送
付

し
ま
す
が
、
そ
の
中
に
保
育
料
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
に
所
得
税
課
税
額
の
変
史

あ
る
世
帯
に
限
り
、
保
育
料
変
更

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
松
之
山
町
農
協
で
は
四
月
か
ら

総
合
口
座
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
従
来
の
営
農
口
座
（
購

売
貯
金
）
を
廃
止
し
て
、
総
合
口

座
一
本
で
処
理
す
る
も
の
で
す
。

（
浦
田
支
所
管
内
で
は
、
す
で
に

移
行
済
）
、
こ
の
制
度
の
導
入
に

よ
り
各
世
帯
に
お
け
る
貸
越
限
度

額
も
見
直
さ
れ
、
多
少
の
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
チ
ラ

シ
、
ま
た
は
各
部
落
で
行
わ
れ
る

営
農
懇
談
会
で
説
明
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
問
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違

い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
事
に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り

し
て
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
も
う

一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と

き
は
、
・
そ
れ
を
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
忘
れ

て
い
る
と
き
は
、
直
ち
に
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
税
額
を
多
〈
申
告

　
し
て
い
た
と
き
〉

　
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
事

に
気
付
い
た
と
き
は
、
一
年
以
内

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
れ
ば
、

正
し
い
税
額
に
直
せ
ま
す
。

〈
税
額
を
少
な
く

　
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に

「
修
正
申
告
」
を
し
て
、
正
し
い

税
額
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。

※
少
な
く
申
告
し
た
り
、
忘
れ
て

し
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
十
～
十

五
％
の
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
正
し
く
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
係

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

スパイクタイヤの

早期交換ノ

　県では、スパイクタイヤの

使用によって生じる道路の被

害や粉じんの発生による生活

環境を軽減するために「スパ

イクタイヤ不使用」の周知徹

底に努めています。

　ドライバーの皆さん、雪消

えがどんどん進んでいます。

スパイクタイヤの早期交換に

ご協力をお願いします。

⑤まつのやま

今年の成人式は馬月3日臆

名老百選の皆さんを招待してノ

鎚貰

昨年の成人式記念写真　　写真撮影後松口美人林に移動して式典を
そ』テいましナこ

　
毎
年
八
月
卜
四
口
に
行
っ
て
い

た
町
の
成
人
式
が
、
八
，
年
は
町
制

施
行
三
卜
周
年
の
記
念
の
年
と
い

う
雅
も
あ
っ
て
、
．
κ
月
三
H
の
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
昨
年
、
松
口
の
美
人
林
に
中
，
を

運
ん
で
行
っ
た
成
人
式
は
、
そ
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
が
う
け
て
話
題
を
呼

び
ま
し
た
が
、
八
，
年
は
、
町
で
選

ん
だ
各
界
で
活
躍
中
の
、
、
）
老
人
（
名

老
百
選
）
を
招
待
し
て
、
こ
れ
か

ら
成
人
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る

若
者
に
、
老
人
の
方
々
の
作
・
…
や

生
き
ざ
ま
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
企
画
が
あ
り
ま
す
。

　
名
老
．
白
選
と
は
、
町
内
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
し
ト
歳
以
L
の
方
で
、

美
術
み
．
バ
術
・
文
睡
．
一
台
演
ル
．
バ
．
農

業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
話
術
な
ど
な
ど
、

色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方

方
を
選
び
出
し
表
彰
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
文
化
・
技
術
を
後
世
に

伝
え
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

か
ら
町
制
施
行
三
卜
周
年
・
を
期
に

制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

一
人
で
も
多
く
こ
の
成
入
式
に
出

席
く
だ
さ
る
よ
う
お
．
願
、
い
し
ま
す
。

六
十
三
年
度

町
役
場
職
員
人
事
異
動

課
長
級
が
大
幅
異
動

　
　
四
月
一
日
付
（
　
）
内
は
異
動
前

◎
役
場
［
般
職

▽
住
民
課
．
長
　
　
（
諏
産
業
．
課
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
昇

▽
産
業
課
長
　
　
（
議
会
事
務
局
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
俊
介

▽
振
興
課
．
長
　
（
住
民
課
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
卜
ー
ヒ
多
。
．
．
勝

　
　
　
　
　
　
　
ノ
し
ブ
ド

　
ロ
　

▽
建
設
課
長
　
（
振
興
課
、
長
）

　
　
　
　
　
　
　
樋
日
　
哲
男

▽
議
会
事
務
局
長
（
林
業
係
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
寛
一

▽
振
興
課
林
業
係
．
長
（
農
業
委
員

　
係
．
長
）
　
　
　
　
津
端
　
和
栄

▽
産
業
課
農
業
委
員
係
長
（
克
雪

　
係
．
長
）
　
　
　
　
山
口
　
達
夫

▽
建
設
課
川
地
係
．
長
（
新
設
）
（
産

　
業
課
土
地
改
良
係
）
南
雲
　
武

▽
建
設
課
土
木
係
（
土
地
改
良
係
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
利
明

▽
総
務
課
企
画
財
政
係
（
教
育
委

　
貝
会
）
　
　
　
　
高
波
　
し
ず

▽
教
育
委
員
会
　
　
（
交
換
乎
）

　
　
　
　
　
　
　
村
山
と
み
子

◎
退
職

▽
竹
内
　
義
一
（
建
設
課
長
）

▽
山
岸
　
カ
ズ
（
診
療
所
〉

三
月
二
十
八
日
よ
り
役
場
庁
内
電
話
が
プ
ッ
シ

ュ
ホ
ン
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

交
換
手
が
い
な
く
な
る
の
と
、
内
線
番
号
が
変

更
に
な
ケ
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。
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今
月
か
ら
納
税
な
ど
が

口

座
振
替

に
変
わ
り
ま
す

　
広
報
三
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し

ま
し
た
が
、
今
月
か
ら
納
税
な
ど

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
徴
収
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
も
の
が
口
座
振
替
に

変
わ
り
ま
す
．

　
第
一
回
目
の
引
き
落
し
日
は
、

毎
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
が
依
頼
し
た
金
融
機
関
の

預
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

，
毎
月
の
納
税
に
納
期
一
覧
表
の

ご
利
用
を
お
進
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
‘

国民年金保険料

額7，700円定

定額付加8，100円

〈
注
　
意
〉

　
国
民
年
金
の
場
合
は
、
毎
月
の

納
付
書
は
発
行
し
ま
せ
ん
の
で
、

四
月
か
ら
定
額
だ
け
の
方
は
七
、

七
〇
〇
円
、
付
加
年
金
に
も
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
四
〇
〇
円
多
い

八
、
　
一
〇
〇
円
を
、
納
期
一
覧
表

に
書
き
込
ん
で
お
い
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
金
額
は
一
名
分
で
す
の
で
、

家
族
で
何
名
か
保
険
料
を
納
め
て

い
る
場
合
は
、
合
計
し
た
金
額
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
保
育
料
は
毎
月
納

　
入
通
知
書
を
出
し

　
ま
せ
ん

　
二
月
に
入
所
決
定
通
知
を
送
付

し
ま
す
が
、
そ
の
中
に
保
育
料
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
六
月
に
所
得
税
課
税
額
の
変
史

あ
る
世
帯
に
限
り
、
保
育
料
変
更

決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
松
之
山
町
農
協
で
は
四
月
か
ら

総
合
口
座
の
設
定
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
従
来
の
営
農
口
座
（
購

売
貯
金
）
を
廃
止
し
て
、
総
合
口

座
一
本
で
処
理
す
る
も
の
で
す
。

（
浦
田
支
所
管
内
で
は
、
す
で
に

移
行
済
）
、
こ
の
制
度
の
導
入
に

よ
り
各
世
帯
に
お
け
る
貸
越
限
度

額
も
見
直
さ
れ
、
多
少
の
引
き
上

げ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
チ
ラ

シ
、
ま
た
は
各
部
落
で
行
わ
れ
る

営
農
懇
談
会
で
説
明
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が
問
違
っ
て
い
た
と
き
は

　
昭
和
六
十
二
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
計
算
違

い
な
ど
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ

る
事
に
気
付
い
た
り
、
う
っ
か
り

し
て
確
定
申
告
書
の
提
出
を
忘
れ

て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。
も
う

一
度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
内
容
に
間
違
い
が
あ
る
と

き
は
、
・
そ
れ
を
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
確
定
申
告
を
忘
れ

て
い
る
と
き
は
、
直
ち
に
確
定
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
税
額
を
多
〈
申
告

　
し
て
い
た
と
き
〉

　
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
事

に
気
付
い
た
と
き
は
、
一
年
以
内

に
「
更
正
の
請
求
」
を
す
れ
ば
、

正
し
い
税
額
に
直
せ
ま
す
。

〈
税
額
を
少
な
く

　
申
告
し
て
い
た
と
き
〉

　
税
務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に

「
修
正
申
告
」
を
し
て
、
正
し
い

税
額
に
直
し
て
く
だ
さ
い
。

※
少
な
く
申
告
し
た
り
、
忘
れ
て

し
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
十
～
十

五
％
の
加
算
税
が
か
か
り
ま
す
。

　
正
し
く
早
く
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
い
こ
と
は
役
場
税
務
係

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

スパイクタイヤの

早期交換ノ

　県では、スパイクタイヤの

使用によって生じる道路の被

害や粉じんの発生による生活

環境を軽減するために「スパ

イクタイヤ不使用」の周知徹

底に努めています。

　ドライバーの皆さん、雪消

えがどんどん進んでいます。

スパイクタイヤの早期交換に

ご協力をお願いします。

⑤まつのやま

今年の成人式は馬月3日臆

名老百選の皆さんを招待してノ

鎚貰

昨年の成人式記念写真　　写真撮影後松口美人林に移動して式典を
そ』テいましナこ

　
毎
年
八
月
卜
四
口
に
行
っ
て
い

た
町
の
成
人
式
が
、
八
，
年
は
町
制

施
行
三
卜
周
年
の
記
念
の
年
と
い

う
雅
も
あ
っ
て
、
．
κ
月
三
H
の
、
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

　
昨
年
、
松
口
の
美
人
林
に
中
，
を

運
ん
で
行
っ
た
成
人
式
は
、
そ
の

ユ
ニ
ー
ク
さ
が
う
け
て
話
題
を
呼

び
ま
し
た
が
、
八
，
年
は
、
町
で
選

ん
だ
各
界
で
活
躍
中
の
、
、
）
老
人
（
名

老
百
選
）
を
招
待
し
て
、
こ
れ
か

ら
成
人
と
し
て
社
会
で
活
躍
す
る

若
者
に
、
老
人
の
方
々
の
作
・
…
や

生
き
ざ
ま
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と

い
う
企
画
が
あ
り
ま
す
。

　
名
老
．
白
選
と
は
、
町
内
に
住
ん

で
お
ら
れ
る
し
ト
歳
以
L
の
方
で
、

美
術
み
．
バ
術
・
文
睡
．
一
台
演
ル
．
バ
．
農

業
・
ス
ポ
ー
ツ
・
話
術
な
ど
な
ど
、

色
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
方

方
を
選
び
出
し
表
彰
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
文
化
・
技
術
を
後
世
に

伝
え
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

か
ら
町
制
施
行
三
卜
周
年
・
を
期
に

制
定
す
る
も
の
で
す
。

　
今
年
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、

一
人
で
も
多
く
こ
の
成
入
式
に
出

席
く
だ
さ
る
よ
う
お
．
願
、
い
し
ま
す
。

六
十
三
年
度

町
役
場
職
員
人
事
異
動

課
長
級
が
大
幅
異
動

　
　
四
月
一
日
付
（
　
）
内
は
異
動
前

◎
役
場
［
般
職

▽
住
民
課
．
長
　
　
（
諏
産
業
．
課
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
昇

▽
産
業
課
長
　
　
（
議
会
事
務
局
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
村
山
　
俊
介

▽
振
興
課
．
長
　
（
住
民
課
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
卜
ー
ヒ
多
。
．
．
勝

　
　
　
　
　
　
　
ノ
し
ブ
ド

　
ロ
　

▽
建
設
課
長
　
（
振
興
課
、
長
）

　
　
　
　
　
　
　
樋
日
　
哲
男

▽
議
会
事
務
局
長
（
林
業
係
．
長
）

　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
寛
一

▽
振
興
課
林
業
係
．
長
（
農
業
委
員

　
係
．
長
）
　
　
　
　
津
端
　
和
栄

▽
産
業
課
農
業
委
員
係
長
（
克
雪

　
係
．
長
）
　
　
　
　
山
口
　
達
夫

▽
建
設
課
川
地
係
．
長
（
新
設
）
（
産

　
業
課
土
地
改
良
係
）
南
雲
　
武

▽
建
設
課
土
木
係
（
土
地
改
良
係
）

　
　
　
　
　
　
　
本
山
　
利
明

▽
総
務
課
企
画
財
政
係
（
教
育
委

　
貝
会
）
　
　
　
　
高
波
　
し
ず

▽
教
育
委
員
会
　
　
（
交
換
乎
）

　
　
　
　
　
　
　
村
山
と
み
子

◎
退
職

▽
竹
内
　
義
一
（
建
設
課
長
）

▽
山
岸
　
カ
ズ
（
診
療
所
〉

三
月
二
十
八
日
よ
り
役
場
庁
内
電
話
が
プ
ッ
シ

ュ
ホ
ン
に
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り

交
換
手
が
い
な
く
な
る
の
と
、
内
線
番
号
が
変

更
に
な
ケ
ま
し
た
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
致

し
ま
す
。



ー
O
斜
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　まつのやま　

　
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
に

松
之
山
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年

が
三
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
三

十
周
年
を
祝
い
た
い
と
次
の
よ
う

な
準
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
内
各
地
区
か
ら
十
五
名
の
方

方
に
出
席
い
た
だ
き
役
場
の
職
員

と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

出
し
て
頂
き
な
が
ら
ま
と
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

「
つ
な
ぐ
心
　
拓
こ
う
未
来
」

ま
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

　
ゆ
レ
め
　
こ
こ
ろ

“
湯
ユ
ー
米
マ
イ
心
ハ
ー
ト

　
　
　
　
　
ま
つ
の
や
ま
”

等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
㈱
は
温
泉
観
光
を
。
菌
は
産
業

振
興
を
。
㈲
は
町
の
人
々
の
人
情

の
豊
か
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
「
ブ
ナ
の

若
葉
の
色
」
と
し
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
も
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
の
な
か
で
随
時
使
っ

て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　
記
念
事
業
は
次
の
よ
う
に
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
．

一
、
五
月
三
日
、
成
人
式
と
一
諸

に
各
分
野
で
秀
で
た
実
績
を
お
も

ち
の
七
〇
歳
以
上
の
方
々
の
表
彰

を
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
。

二
、
七
月
二
十
四
日
、
町
民
体
育

大
会
、
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
。

三
、
八
月
六
日
か
ら
八
月
八
日
ま

で
美
術
展
（
県
所
蔵
大
光
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
中
心
）
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
。

四
、
八
月
十
三
日
、
大
厳
寺
真
夏

の
雪
ま
つ
り
。
大
厳
寺
高
原
。

五
、
八
月
十
四
日
、
町
制
施
行
三

十
周
年
記
念
式
典
。

　
　
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

六
、
十
月
十
日
、
町
内
駅
伝
大
会

及
び
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。

七
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四

日
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
。

　
　
　
　
　
　
　
町
民
体
育
館

八
、
十
月
三
十
日
、
町
農
業
文
化

祭
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i
及

び
町
民
休
育
館

　
こ
の
他
に
、
三
十
周
年
記
念
誌

を
発
行
し
て
全
戸
に
配
布
す
る
ほ

か
、
記
念
植
樹
と
し
て
、
八
珍
柿
・

イ
チ
ョ
ウ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
モ
ク

レ
ン
・
カ
リ
ン
・
梅
・
黄
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
の
六
種
類
の
中
か
ら
選
ん

で
植
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
町
内
各
地
区
で
の
記
念
行
事
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
各
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
行
事
の
な
か
に
三
十

，
周
年
記
念
を
冠
し
て
や
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
．

　
現
在
各
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い

る
行
事
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

松
之
山
地
区
で
は
、

　
上
川
手
歌
舞
伎
愛
好
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
歌
舞
伎
公
演
が
、
四
月

十
日
、
町
民
体
育
館
で
あ
り
ま
す
。

三
省
地
区
で
は
、

　
観
桜
芸
能
大
会
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
．

町制施行30周年’88

松
里
地
区
で
は
、

　
八
月
中
旬
に
地
区
大
運
動
会
が

松
里
小
学
校
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。上

布
川
地
区
で
は
、

　
七
月
十
日
に
地
区
大
運
動
会
が

東
川
小
学
校
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。浦

田
地
区
で
は
、

　
六
月
下
旬
に
地
区
体
育
大
会
が

浦
田
小
学
校
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
．　

町
で
は
、
地
区
で
行
わ
れ
た
記

念
事
業
に
つ
い
て
、
一
部
補
助
金

を
出
す
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
皆

様
方
か
ら
㌦
、
｝
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ヤ
ム
メ

〆
レ

　
　
　
の
レ

　
　
　
　
’

　
　
　
人
め
や

　
　
　
　
刀
、
　
の

　
　
　
　
米
諺

　
　
　
　
　
〆
帰

　
　
　
　
　
濁

国
民
健
康
保
険
係
よ
り

⑦まつのやま

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
出
稼

ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
し
て
い

た
方
は
、
各
事
業
所
発
行
の
離
脱

証
明
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
役
場

の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
㊥
の
保
険
証
を
持
っ
て
行

っ
た
方
、
学
生
で
㊥
を
持
っ
て
行

っ
た
方
が
就
職
さ
れ
た
方
は
、
す

届出は餌日以内国保の届け出

み
や
か
に
役
場
に
返
し
て
下
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
医
療
機
関
で
医
療

を
受
け
る
際
、
健
康
保
険
証
を
必

ず
医
療
機
間
の
窓
口
に
提
示
し
て

．
下
さ
い
。
顔
見
知
り
だ
と
か
、
前

に
も
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
保
険
証
な
し
で
は
国

保
の
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

こ　　ん　　な　　と　　き 持　参　す　る　も　の

国
保
に
入
る
と
き

他市区町村から転入して来たとき 印かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印がん、保険証、母子手帳

国
保
を
や
め
る
と
き

他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき　　ウ 印かん、国保と健保の保険証

生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決
定通知書

死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

そ
　
　
　
の
　
　
他

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証

退職者医療制度に該当しなくなった
とき

印かん、保険証

住所、世帯主、氏名、続柄などが変
わったとき

印かん、保険証

保険証をなくしたり、よごれて使え’
なくなったとき

印かん、使えなくなった保険
証、身分を証明するもの

修学のため、子どもが他の市区町村
に下宿するとき

印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証がほし
いとき

印かん、保険証

おとしよりが

お医者さんにかかるとき
　
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
、
七
十

歳
（
ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
の

場
合
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
人
は

す
べ
て
、
こ
の
制
度
で
、
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に

は
、
必
ず
被
保
険
者
証
と
医
療
受

給
者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

胸
、
』
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
額
は

○
外
来
受
診
　
一
カ
月
　
八
百
円

○
入
院
一
、
日
四
百
円

　
　
　
　
低
所
得
者
の
方
は
一
日

　
　
　
　
三
百
円
、
ニ
カ
月
を
限

　
　
　
　
度
に
支
払
い
ま
す
。

　
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
に

は
、
次
の
表
の
よ
う
に
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
扶
養
者

の
転
職
や
退
職
な
ど
で
、
あ
な
た

の
医
療
保
険
の
受
給
資
格
が
変
更

に
な
っ
た
時
な
ど
も
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
役
場
・
住
民
課
・
福
祉
係
の
窓

口
ま
で
、
お
越
し
下
さ
い
。

〆
イ

、
　
　
　
　
r
夢

（
叙
亀
伽
’

手　資
続　格
き　を
のとと
し　，る

か　と
た　き

こんなときには いつまでに 手続きをしましょう こんなときには いつまでに 手続きをしましょう

70歳になったと

き

誕生日から

14日以内に
被保険者証を添えて

居住地の市区町村長

に届け出ます

転出するとき 転出する前
に

健康手帳を添えて居
｛主地の市区町村長に

届け出ます。

亡くなったとき

　　　　　　甲

14日以内に

死亡の届け出義務者

が、亡くなった人の
健康手帳を添えて市
区町村長に届け出ま
す

転入してきたと
き

14日以内に 被保険者証を添えて
居住地の市区町村長
に届け出ます

市区町村の区域
内で住所が変わ
ったとき

14日以内に
居住地の市区町村長
に届け出ます



ー
O
斜
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　まつのやま　

　
昭
和
三
十
三
年
十
一
月
一
日
に

松
之
山
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
年

が
三
十
周
年
に
あ
た
り
ま
す
の
で

町
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
三

十
周
年
を
祝
い
た
い
と
次
の
よ
う

な
準
備
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
町
内
各
地
区
か
ら
十
五
名
の
方

方
に
出
席
い
た
だ
き
役
場
の
職
員

と
一
緒
に
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

出
し
て
頂
き
な
が
ら
ま
と
め
て
も

ら
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

「
つ
な
ぐ
心
　
拓
こ
う
未
来
」

ま
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

　
ゆ
レ
め
　
こ
こ
ろ

“
湯
ユ
ー
米
マ
イ
心
ハ
ー
ト

　
　
　
　
　
ま
つ
の
や
ま
”

等
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
㈱
は
温
泉
観
光
を
。
菌
は
産
業

振
興
を
。
㈲
は
町
の
人
々
の
人
情

の
豊
か
さ
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ボ
ル
カ
ラ
ー
は
「
ブ
ナ
の

若
葉
の
色
」
と
し
、
シ
ン
ボ
ル
マ

ー
ク
も
決
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
記
念
行
事
の
な
か
で
随
時
使
っ

て
ゆ
く
予
定
で
す
。

　
記
念
事
業
は
次
の
よ
う
に
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
．

一
、
五
月
三
日
、
成
人
式
と
一
諸

に
各
分
野
で
秀
で
た
実
績
を
お
も

ち
の
七
〇
歳
以
上
の
方
々
の
表
彰

を
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー
で
。

二
、
七
月
二
十
四
日
、
町
民
体
育

大
会
、
松
之
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
。

三
、
八
月
六
日
か
ら
八
月
八
日
ま

で
美
術
展
（
県
所
蔵
大
光
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
中
心
）
自
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
。

四
、
八
月
十
三
日
、
大
厳
寺
真
夏

の
雪
ま
つ
り
。
大
厳
寺
高
原
。

五
、
八
月
十
四
日
、
町
制
施
行
三

十
周
年
記
念
式
典
。

　
　
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

六
、
十
月
十
日
、
町
内
駅
伝
大
会

及
び
健
康
マ
ラ
ソ
ン
。

七
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
二
十
四

日
東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会
。

　
　
　
　
　
　
　
町
民
体
育
館

八
、
十
月
三
十
日
、
町
農
業
文
化

祭
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
i
及

び
町
民
休
育
館

　
こ
の
他
に
、
三
十
周
年
記
念
誌

を
発
行
し
て
全
戸
に
配
布
す
る
ほ

か
、
記
念
植
樹
と
し
て
、
八
珍
柿
・

イ
チ
ョ
ウ
・
ナ
ナ
カ
マ
ド
・
モ
ク

レ
ン
・
カ
リ
ン
・
梅
・
黄
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
の
六
種
類
の
中
か
ら
選
ん

で
植
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
町
内
各
地
区
で
の
記
念
行
事
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
各
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
行
事
の
な
か
に
三
十

，
周
年
記
念
を
冠
し
て
や
っ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
と
思

い
ま
す
．

　
現
在
各
地
区
で
予
定
さ
れ
て
い

る
行
事
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

松
之
山
地
区
で
は
、

　
上
川
手
歌
舞
伎
愛
好
会
の
皆
さ

ん
に
よ
る
歌
舞
伎
公
演
が
、
四
月

十
日
、
町
民
体
育
館
で
あ
り
ま
す
。

三
省
地
区
で
は
、

　
観
桜
芸
能
大
会
が
予
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
．

町制施行30周年’88

松
里
地
区
で
は
、

　
八
月
中
旬
に
地
区
大
運
動
会
が

松
里
小
学
校
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。上

布
川
地
区
で
は
、

　
七
月
十
日
に
地
区
大
運
動
会
が

東
川
小
学
校
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。浦

田
地
区
で
は
、

　
六
月
下
旬
に
地
区
体
育
大
会
が

浦
田
小
学
校
で
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
．　

町
で
は
、
地
区
で
行
わ
れ
た
記

念
事
業
に
つ
い
て
、
一
部
補
助
金

を
出
す
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
皆

様
方
か
ら
㌦
、
｝
協
力
を
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ヤ
ム
メ

〆
レ

　
　
　
の
レ

　
　
　
　
’

　
　
　
人
め
や

　
　
　
　
刀
、
　
の

　
　
　
　
米
諺

　
　
　
　
　
〆
帰

　
　
　
　
　
濁

国
民
健
康
保
険
係
よ
り

⑦まつのやま

　
出
稼
ぎ
か
ら
帰
ら
れ
た
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
出
稼

ぎ
先
で
各
種
保
険
に
加
入
し
て
い

た
方
は
、
各
事
業
所
発
行
の
離
脱

証
明
書
と
印
か
ん
を
持
っ
て
役
場

の
窓
口
で
加
入
手
続
き
を
し
て
下

さ
い
。
㊥
の
保
険
証
を
持
っ
て
行

っ
た
方
、
学
生
で
㊥
を
持
っ
て
行

っ
た
方
が
就
職
さ
れ
た
方
は
、
す

届出は餌日以内国保の届け出

み
や
か
に
役
場
に
返
し
て
下
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
医
療
機
関
で
医
療

を
受
け
る
際
、
健
康
保
険
証
を
必

ず
医
療
機
間
の
窓
口
に
提
示
し
て

．
下
さ
い
。
顔
見
知
り
だ
と
か
、
前

に
も
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
保
険
証
な
し
で
は
国

保
の
診
療
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
下
さ
い
。

こ　　ん　　な　　と　　き 持　参　す　る　も　の

国
保
に
入
る
と
き

他市区町村から転入して来たとき 印かん、転出証明書

他の健康保険をやめたとき 印かん、健保の離脱証明書

生活保護を受けなくなったとき 印かん、保護廃止決定通知書

子どもが生まれたとき 印がん、保険証、母子手帳

国
保
を
や
め
る
と
き

他市区町村へ転出したとき 印かん、保険証

他の健康保険に加入したとき　　ウ 印かん、国保と健保の保険証

生活保護を受けることになったとき 印かん、保険証、保護開始決
定通知書

死亡したとき 印かん、保険証、死亡証明書

そ
　
　
　
の
　
　
他

退職者医療制度に該当したとき 印かん、年金証書、保険証

退職者医療制度に該当しなくなった
とき

印かん、保険証

住所、世帯主、氏名、続柄などが変
わったとき

印かん、保険証

保険証をなくしたり、よごれて使え’
なくなったとき

印かん、使えなくなった保険
証、身分を証明するもの

修学のため、子どもが他の市区町村
に下宿するとき

印かん、保険証、在学証明書

長期旅行などで別個の保険証がほし
いとき

印かん、保険証

おとしよりが

お医者さんにかかるとき
　
老
人
保
健
制
度
に
よ
り
、
七
十

歳
（
ね
た
き
り
の
お
と
し
よ
り
の

場
合
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
人
は

す
べ
て
、
こ
の
制
度
で
、
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
に

は
、
必
ず
被
保
険
者
証
と
医
療
受

給
者
証
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で

胸
、
』
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
お
医
者
さ
ん
の
窓
口
で
支
払
う

一
部
負
担
額
は

○
外
来
受
診
　
一
カ
月
　
八
百
円

○
入
院
一
、
日
四
百
円

　
　
　
　
低
所
得
者
の
方
は
一
日

　
　
　
　
三
百
円
、
ニ
カ
月
を
限

　
　
　
　
度
に
支
払
い
ま
す
。

　
老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
る
に

は
、
次
の
表
の
よ
う
に
届
け
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
扶
養
者

の
転
職
や
退
職
な
ど
で
、
あ
な
た

の
医
療
保
険
の
受
給
資
格
が
変
更

に
な
っ
た
時
な
ど
も
届
け
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
役
場
・
住
民
課
・
福
祉
係
の
窓

口
ま
で
、
お
越
し
下
さ
い
。

〆
イ

、
　
　
　
　
r
夢

（
叙
亀
伽
’

手　資
続　格
き　を
のとと
し　，る

か　と
た　き

こんなときには いつまでに 手続きをしましょう こんなときには いつまでに 手続きをしましょう

70歳になったと

き

誕生日から

14日以内に
被保険者証を添えて

居住地の市区町村長

に届け出ます

転出するとき 転出する前
に

健康手帳を添えて居
｛主地の市区町村長に

届け出ます。

亡くなったとき

　　　　　　甲

14日以内に

死亡の届け出義務者

が、亡くなった人の
健康手帳を添えて市
区町村長に届け出ま
す

転入してきたと
き

14日以内に 被保険者証を添えて
居住地の市区町村長
に届け出ます

市区町村の区域
内で住所が変わ
ったとき

14日以内に
居住地の市区町村長
に届け出ます
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まつのやま⑧

三
省
小
学
校
に
都
会
の
風

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
ニ
O
名
が
参
加
し
て

蝿
　
三
月
二
十
五
日
に
学
校
最
後
の

卒
業
式
を
行
っ
た
三
省
小
学
校
。

　
い
つ
も
は
静
か
な
こ
の
学
校
に
、

突
然
現
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
話
。
何

と
全
国
封
切
前
の
ア
メ
リ
カ
映
画

の
特
別
試
写
会
と
、
キ
ャ
リ
ア
ウ

ー
マ
ン
を
呼
ん
で
来
て
の
赤
ち
ゃ

ん
子
育
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
や
ろ
う

　
　
　
　
　
　
藻

　
　
　
　
　
　
，
曝
藍
響
き
　
鴨

　
　
　
　
　
翁
、

　
　
　
　
　
聾
■

　
　
　
翻
ン
5

と
い
う
も
の
。
廃
校
後
の
有
効
利

用
に
何
と
か
結
び
付
け
よ
う
と
、

不
安
と
と
ま
ど
い
の
中
、
町
と
三

省
地
区
で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
口
（
三
月
十
九
H
）

は
、
・
午
後
二
時
半
に
地
区
民
が
出

迎
え
る
中
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

ニ
十
人
と
映
画
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
大
型
バ
ス

で
到
着
．
早
速
、
地
垢
の
方
た
ち

と
一
緒
に
”
赤
ち
ゃ
ん
は
ト
ッ
プ

レ
デ
ィ
ー
が
お
好
き
」
の
映
画
試

写
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
　
「
本
確

的
な
映
画
を
見
る
の
は
、
何
十
年

振
り
」
「
字
幕
ス
ー
パ
ー
な
ん
て
初

め
て
」
な
ん
て
い
う
地
元
の
方
が

多
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
映
画
終
了
後
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
の
方
た
ち
は
翌
H
の
廃
校
利

用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
考

の
た
め
、
校
舎
内
の
見
学
と
町
当

局
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
夕
方
六
時
三
十
分
頃
か
ら
浦
田

”
豪
牽
、
塾
”
の
ア
イ
デ
ア
を
惜
り

て
、
地
厄
で
採
れ
た
山
菜
を
メ
イ

ン
に
し
た
重
箱
持
ち
寄
り
。
ハ
ー
テ

ィ
を
開
き
、
都
会
の
人
た
ち
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
人
た

ち
は
、
地
酒
と
山
菜
料
理
に
す
っ

か
り
感
激
し
た
様
壬
で
、
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
料
理
ば
か
り
と
、

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
参
加
者

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
夜
は
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
ニ
ト
名
だ
け
地
疋
に
民
泊
し
、

家
族
的
な
触
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
翌
日
は
い
よ
い
よ
コ
ン

テ
ス
ト
本
番
。
予
選
は
地
元
の
人

が
用
意
し
た
ワ
ラ
靴
を
履
い
て
の

”
雪
L
赤
ち
ゃ
ん
運
び
レ
ー
ス
”
。

小
さ
な
ソ
リ
に
、
大
き
な
ト
ラ
ン

ク
・
ほ
乳
ビ
ン
・
人
形
（
ダ
イ
コ

ン
を
赤
ち
ゃ
ん
替
わ
り
に
し
た
も

の
）
を
乗
せ
て
走
る
と
い
う
も
の

で
、
年
齢
順
に
三
レ
ー
ス
行
わ
れ
、

す
ぐ
に
落
ち
て
し
ま
う
ト
ラ
ン
ク

校舎の中を案内してもらう

キャリアウーマンの皆さん

「赤ちゃんはトップレディーが塑好き」

の特別試写会が体育館で。

　「映画なんて何年ぶりかなあ？」

ウ
・

．
心

砂一
を

数r薪㌔

騒報意，灘、麟縄り

醤｝
　』。

お
ん
ぶ
も
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん琵・＼遡盛」駅

私オムツなんか替えた事ないの～」なんて人もいて

　
　
　
く
力
っ
イ

蒐
ぐ
ん
わ

に
苫
労
し
な
が
ら
も
、
九
名
の
方

が
本
選
へ
の
出
場
権
を
確
得
し
ま

し
た
。
本
選
は
体
育
館
の
中
で
地

元
の
赤
ち
ゃ
ん
几
人
に
出
場
い
た

だ
い
て
の
ヶ
チ
育
て
コ
ン
ク
ー
ル
”
。

オ
ム
ツ
替
え
と
輸
ん
瀞
を
、
時
闘

内
に
い
か
に
早
く
、
L
手
に
行
う

か
と
い
ヲ
競
技
で
し
た
が
、
両
種

靭
瀞
幽

「
5

キ
畜
”

　
奮

漏
解

爾・覧
1ヤリりレ丁

｝
、y

”
赤
ち
ゃ
ん
子
育
て
コ
ン
テ
ス
ト
”
に

見
事
優
勝
し
た
廣
吉
さ
ん
。

松
之
山
の
土
地
一
〇
〇
坪
、
ど
う
す
る

ん
で
す
か
ね
え

目
と
も
全
然
や
っ
た
事
が
な
い
人

も
い
て
、
見
て
い
る
方
と
し
て
は

大
変
お
も
し
ろ
い
競
技
で
し
た
。

た
だ
、
借
り
出
さ
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
に
と
っ
て
は
、
大
変
迷
惑
だ

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
ね
．

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
さ
れ

た
の
は
、
千
葉
県
佐
倉
市
か
ら
来

た
廣
吉
勝
子
さ
ん
（
四
十
三
歳
）

で
、
そ
の
賞
品
と
し
て
松
之
山
の

土
地
一
〇
〇
坪
が
与
え
ら
れ
ま
し

た
。　

ま
た
、
廃
校
利
用
ア
イ
デ
ア
コ

ン
ク
ー
ル
の
方
で
は
、
東
京
大
田

区
の
和
田
典
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、

ミ
ニ
米
俵
（
ゴ
シ
ヒ
カ
リ
八
キ
ロ
）

二
俵
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
映
画
試
写
会
と
廃
校
利
用
。
こ

の
二
つ
を
目
的
と
し
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
。
あ
わ
た
だ
し
い
二
日
間
が

あ
っ
と
い
う
問
に
過
ぎ
て
行
き
ま

し
た
。
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
か
ら

出
し
て
い
た
だ
い
た
ア
イ
デ
ア
も
、

そ
の
人
な
り
に
一
生
け
ん
命
考
え

た
様
子
が
伺
え
、
今
後
の
廃
校
利

用
の
ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
も
多
く

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
町

も
三
省
地
区
も
色
々
考
え
さ
せ
ら

れ
る
所
が
多
か
っ
。
た
よ
う
で
す
。

　
新
し
い
動
き
に
期
待
し
ま
す
。
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まつのやま⑧

三
省
小
学
校
に
都
会
の
風

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
ニ
O
名
が
参
加
し
て

蝿
　
三
月
二
十
五
日
に
学
校
最
後
の

卒
業
式
を
行
っ
た
三
省
小
学
校
。

　
い
つ
も
は
静
か
な
こ
の
学
校
に
、

突
然
現
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
話
。
何

と
全
国
封
切
前
の
ア
メ
リ
カ
映
画

の
特
別
試
写
会
と
、
キ
ャ
リ
ア
ウ

ー
マ
ン
を
呼
ん
で
来
て
の
赤
ち
ゃ

ん
子
育
て
コ
ン
ク
ー
ル
を
や
ろ
う

　
　
　
　
　
　
藻

　
　
　
　
　
　
，
曝
藍
響
き
　
鴨

　
　
　
　
　
翁
、

　
　
　
　
　
聾
■

　
　
　
翻
ン
5

と
い
う
も
の
。
廃
校
後
の
有
効
利

用
に
何
と
か
結
び
付
け
よ
う
と
、

不
安
と
と
ま
ど
い
の
中
、
町
と
三

省
地
区
で
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
当
口
（
三
月
十
九
H
）

は
、
・
午
後
二
時
半
に
地
区
民
が
出

迎
え
る
中
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン

ニ
十
人
と
映
画
会
社
の
ス
タ
ッ
フ
、

マ
ス
コ
ミ
関
係
者
ら
が
大
型
バ
ス

で
到
着
．
早
速
、
地
垢
の
方
た
ち

と
一
緒
に
”
赤
ち
ゃ
ん
は
ト
ッ
プ

レ
デ
ィ
ー
が
お
好
き
」
の
映
画
試

写
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
　
「
本
確

的
な
映
画
を
見
る
の
は
、
何
十
年

振
り
」
「
字
幕
ス
ー
パ
ー
な
ん
て
初

め
て
」
な
ん
て
い
う
地
元
の
方
が

多
か
っ
た
み
た
い
で
す
。

　
映
画
終
了
後
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー

マ
ン
の
方
た
ち
は
翌
H
の
廃
校
利

用
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
参
考

の
た
め
、
校
舎
内
の
見
学
と
町
当

局
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　
夕
方
六
時
三
十
分
頃
か
ら
浦
田

”
豪
牽
、
塾
”
の
ア
イ
デ
ア
を
惜
り

て
、
地
厄
で
採
れ
た
山
菜
を
メ
イ

ン
に
し
た
重
箱
持
ち
寄
り
。
ハ
ー
テ

ィ
を
開
き
、
都
会
の
人
た
ち
を
歓

迎
し
ま
し
た
。
参
加
さ
れ
た
人
た

ち
は
、
地
酒
と
山
菜
料
理
に
す
っ

か
り
感
激
し
た
様
壬
で
、
都
会
で

は
味
わ
え
な
い
料
理
ば
か
り
と
、

作
り
方
を
教
え
て
も
ら
う
参
加
者

も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
夜
は
、
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ

ン
ニ
ト
名
だ
け
地
疋
に
民
泊
し
、

家
族
的
な
触
れ
あ
い
を
楽
し
ん
で

も
ら
い
ま
し
た
。

　
さ
て
、
翌
日
は
い
よ
い
よ
コ
ン

テ
ス
ト
本
番
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予
選
は
地
元
の
人

が
用
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し
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ワ
ラ
靴
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履
い
て
の

”
雪
L
赤
ち
ゃ
ん
運
び
レ
ー
ス
”
。
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に
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ト
ラ
ン

ク
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ほ
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ダ
イ
コ
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ち
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し
た
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の
）
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走
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い
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の

で
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レ
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落
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市
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で
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の
賞
品
と
し
て
松
之
山
の
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地
一
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れ
ま
し

た
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ま
た
、
廃
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利
用
ア
イ
デ
ア
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の
方
で
は
、
東
京
大
田
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の
和
田
典
子
さ
ん
が
選
ば
れ
、

ミ
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二
俵
が
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ら
れ
ま
し
た
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映
画
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会
と
廃
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用
。
こ

の
二
つ
を
目
的
と
し
た
こ
の
イ
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ト
。
あ
わ
た
だ
し
い
二
日
間
が

あ
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と
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う
問
に
過
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て
行
き
ま

し
た
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キ
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リ
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ウ
ー
マ
ン
か
ら

出
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て
い
た
だ
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た
ア
イ
デ
ア
も
、

そ
の
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な
り
に
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生
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ん
命
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え
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様
子
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え
、
今
後
の
廃
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利

用
の
ヒ
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ト
と
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る
も
の
も
多
く

あ
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た
よ
う
で
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
町

も
三
省
地
区
も
色
々
考
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せ
ら

れ
る
所
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多
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よ
う
で
す
。

　
新
し
い
動
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し
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4
松
之
山
・

松之山中での見送り

浦
田
両
中
学
校
で
卒
業
式
5
6
名
が
巣
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
て

　
二
月
十
四
日
の
月
曜
日
に
松
之

山
・
浦
田
両
中
学
校
で
第
四
十
一

回
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
松
之
山
四

十
三
名
、
浦
田
士
二
名
の
く
ロ
せ
て

五
十
六
名
が
、
義
務
教
育
を
終
了

し
ま
し
た
。

　
浦
田
中
学
校
で
は
、
山
村
留
学

生
と
し
て
［
年
間
、
浦
田
の
生
徒

と
一
緒
に
勉
強
し
た
小
熊
君
も
こ

の
日
卒
業
式
を
迎
え
、
四
月
か
ら

ま
た
東
京
の
高
校
で
頑
張
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
両
中
学
と
も
卒
業
生
の
ほ
と
ん

ど
が
高
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
て

お
り
、
三
目
十
六
日
の
県
立
高
校

入
学
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
勉

強
を
続
け
て
行
く
事
に
な
り
ま
す
。

　
地
元
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
で

は
定
員
四
十
五
人
の
所
、
四
十
三

人
が
応
募
し
ま
し
た
。

耀、。辮彦窪一ノ1▽』”

　　　　　　　　　　のぼり
人1人の名前の入った幟を持っ

浦田中学校では13名が卒業

　　　　　　　　　　才

　　　魂
　　嚢舗鷲ヤ、＼

“
　
唾

、もろ｝

・
＠
一

2
今
年
も
で
つ
か
＜
”
火
の
用
心
”
の
雪
上
文
字

　
春
の
火
災
予
防
週
間
が
間
近
に

迫
る
と
、
池
尻
の
山
の
斜
面
に
決

ま
っ
て
出
現
す
る
“
火
の
用
心
”

の
、
で
っ
か
い
雪
上
文
字
。
真
っ

白
い
雪
面
に
赤
で
描
か
れ
た
こ
の

文
字
は
、
遠
く
か
ら
で
も
鮮
や
か

に
目
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
す
。

　
笛
年
こ
の
文
字
の
製
作
を
し
て

い
る
の
は
、
東
頸
消
防
署
松
代
・

松
之
山
の
分
遣
所
職
員
で
、
今
回

は
、
三
月
十
一
日
の
午
前
中
、
十

三
・
四
名
が
出
動
し
て
仕
上
げ
ま

し
た
。
何
し
ろ
㎜
字
㎜
字
が
も
の

す
ご
く
大
き
い
た
め
、
下
書
き
を

す
る
の
が
大
変
。
事
前
に
縄
で
文

字
の
形
を
作
っ
て
お
く
な
ど
．
年

年
工
夫
し
て
は
い
る
も
の
の
、
や

っ
ば
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
赤

く
染
め
る
た
め
の
着
色
料
の
開
発

に
も
大
変
苫
労
し
た
そ
う
で
す
。

　
雪
が
す
っ
か
り
消
え
る
ま
で
残

っ
て
い
る
こ
の
雪
上
文
字
の
よ
う

に
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
“
火

の
用
心
”
の
精
神
を
、
い
つ
ま
で

も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

誌

松代、松之山両分遣所総動員で

文字作り。大きくて大変なんです

⑪まつのやま

3
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
三
省
小
学
校
で
撮
接
の
卒
業
弍

　
三
月
二
十
五
日
、
三
省
小
学
校

で
一
　
一
　
三
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
最

後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
三
人
の

卒
業
生
が
学
び
告
を
後
に
し
た
と

と
も
に
、
在
校
生
六
人
も
四
月
か

ら
松
之
山
小
学
校
へ
通
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
卒
業
式
に
は
来
賓
の
万
た

ち
を
は
じ
め
、
最
後
の
卒
業
式
を

み
ん
な
で
祝
お
う
と
地
区
の
人
た

ち
約
百
人
も
出
席
し
て
、
か
つ
て

な
い
に
ぎ
や
か
な
式
と
な
り
ま
し

た
。

　
三
省
小
学
校
最
後
の
卒
業
生
と

な
っ
た
の
は
、
相
沢
昌
之
君
、
高

沢
光
利
君
、
相
沢
真
紀
子
さ
ん
の

三
人
で
、
金
子
校
長
先
生
か
ら
一

人
一
人
励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に

盈賑先生肋1人1人
授与されましナニ

釧
4
唱

簸、　編

灘騨轍

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
式
終
了
後
、
校
舎
と
先
生

万
と
の
お
別
れ
式
、
お
別
れ
会
が

催
さ
れ
、
先
生
万
の
新
任
地
へ
の

転
任
を
祝
う
と
同
時
に
、
今
ま
で

三
省
地
区
の
人
た
ち
の
心
の
寄
り

所
的
存
在
で
あ
っ
た
校
舎
に
最
後

の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
導

　
　
．
勲

炉

お、
，
璽

三省校最後の卒業式に地区の皆さんが大勢参加して

3人の卒業を祝いました

繋
、
・

、
烈

一

（
．

、

嘲
磁
、

編綿
、轡～

－

　
　
鞠

三省

∩《
（～

騨
負

卒業式に引き続き行われたお別’れ式

であいさつする金子校長先生

鹸鷺ご　讐懸零
H3年の歴史を閉じる三省校の最後の在校生

となった9名の児童たち

　　　塵一　『
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ど
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学
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望
し
て

お
り
、
三
目
十
六
日
の
県
立
高
校

入
学
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
勉

強
を
続
け
て
行
く
事
に
な
り
ま
す
。

　
地
元
安
塚
高
校
松
之
山
分
校
で

は
定
員
四
十
五
人
の
所
、
四
十
三

人
が
応
募
し
ま
し
た
。

耀、。辮彦窪一ノ1▽』”

　　　　　　　　　　のぼり
人1人の名前の入った幟を持っ

浦田中学校では13名が卒業

　　　　　　　　　　才

　　　魂
　　嚢舗鷲ヤ、＼

“
　
唾

、もろ｝

・
＠
一

2
今
年
も
で
つ
か
＜
”
火
の
用
心
”
の
雪
上
文
字

　
春
の
火
災
予
防
週
間
が
間
近
に

迫
る
と
、
池
尻
の
山
の
斜
面
に
決

ま
っ
て
出
現
す
る
“
火
の
用
心
”

の
、
で
っ
か
い
雪
上
文
字
。
真
っ

白
い
雪
面
に
赤
で
描
か
れ
た
こ
の

文
字
は
、
遠
く
か
ら
で
も
鮮
や
か

に
目
に
飛
び
込
ん
で
来
ま
す
。

　
笛
年
こ
の
文
字
の
製
作
を
し
て

い
る
の
は
、
東
頸
消
防
署
松
代
・

松
之
山
の
分
遣
所
職
員
で
、
今
回

は
、
三
月
十
一
日
の
午
前
中
、
十

三
・
四
名
が
出
動
し
て
仕
上
げ
ま

し
た
。
何
し
ろ
㎜
字
㎜
字
が
も
の

す
ご
く
大
き
い
た
め
、
下
書
き
を

す
る
の
が
大
変
。
事
前
に
縄
で
文

字
の
形
を
作
っ
て
お
く
な
ど
．
年

年
工
夫
し
て
は
い
る
も
の
の
、
や

っ
ば
り
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
赤

く
染
め
る
た
め
の
着
色
料
の
開
発

に
も
大
変
苫
労
し
た
そ
う
で
す
。

　
雪
が
す
っ
か
り
消
え
る
ま
で
残

っ
て
い
る
こ
の
雪
上
文
字
の
よ
う

に
、
火
災
を
出
さ
な
い
よ
う
“
火

の
用
心
”
の
精
神
を
、
い
つ
ま
で

も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

誌

松代、松之山両分遣所総動員で

文字作り。大きくて大変なんです

⑪まつのやま

3
多
く
の
人
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
三
省
小
学
校
で
撮
接
の
卒
業
弍

　
三
月
二
十
五
日
、
三
省
小
学
校

で
一
　
一
　
三
年
の
歴
史
を
閉
じ
る
最

後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
三
人
の

卒
業
生
が
学
び
告
を
後
に
し
た
と

と
も
に
、
在
校
生
六
人
も
四
月
か

ら
松
之
山
小
学
校
へ
通
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
卒
業
式
に
は
来
賓
の
万
た

ち
を
は
じ
め
、
最
後
の
卒
業
式
を

み
ん
な
で
祝
お
う
と
地
区
の
人
た

ち
約
百
人
も
出
席
し
て
、
か
つ
て

な
い
に
ぎ
や
か
な
式
と
な
り
ま
し

た
。

　
三
省
小
学
校
最
後
の
卒
業
生
と

な
っ
た
の
は
、
相
沢
昌
之
君
、
高

沢
光
利
君
、
相
沢
真
紀
子
さ
ん
の

三
人
で
、
金
子
校
長
先
生
か
ら
一

人
一
人
励
ま
し
の
言
葉
と
と
も
に

盈賑先生肋1人1人
授与されましナニ

釧
4
唱

簸、　編

灘騨轍

卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
卒
業
式
終
了
後
、
校
舎
と
先
生

万
と
の
お
別
れ
式
、
お
別
れ
会
が

催
さ
れ
、
先
生
万
の
新
任
地
へ
の

転
任
を
祝
う
と
同
時
に
、
今
ま
で

三
省
地
区
の
人
た
ち
の
心
の
寄
り

所
的
存
在
で
あ
っ
た
校
舎
に
最
後

の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

　
　
　
導

　
　
．
勲

炉

お、
，
璽

三省校最後の卒業式に地区の皆さんが大勢参加して

3人の卒業を祝いました

繋
、
・

、
烈

一

（
．

、

嘲
磁
、

編綿
、轡～

－

　
　
鞠

三省

∩《
（～

騨
負

卒業式に引き続き行われたお別’れ式

であいさつする金子校長先生

鹸鷺ご　讐懸零
H3年の歴史を閉じる三省校の最後の在校生

となった9名の児童たち

　　　塵一　『
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第2回

　
「
早
春
の
大
厳
寺
高
原
で
、
シ
ー

ズ
ン
最
後
の
大
会
を
」
と
い
う
目

的
で
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
、
今
年

が
二
回
目
で
、
昨
年
の
経
験
を
活

か
し
、
よ
り
充
実
し
た
レ
ベ
ル
の

高
い
大
会
に
し
よ
う
と
準
備
中
で

す
．

　
小
学
校
五
年
生
か
ら
成
年
の
部

ぽ
で
の
男
・
女
を
対
象
に
、
三
キ

ロ
か
ら
十
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
参
加
料
と
し
て

五
百
円
納
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
第
一
回
大
会
で
は
、
成
年
の
部

に
日
本
大
学
・
近
畿
大
学
の
ス
キ

i
部
員
や
、
高
校
生
で
も
十
日
町

高
校
を
中
心
に
県
内
ト
ノ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
が
た
く
さ
ん
参
加
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
選
手
の
滑
り
方
・

走
り
方
を
見
ら
れ
た
だ
け
で
も
非

常
に
意
義
深
い
大
会
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
町
内
の
選
手
の
皆
さ

ん
、
｝
人
で
も
多
く
参
加
し
て
く

だ
さ
い
．

　
大
会
要
項
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
．

▽
期
日
・
時
間

　
四
月
十
七
日
　
受
付
八
時
三
十

分
～
九
時
ま
で

▽
会
場．J　　　　　　　　b｛

　　　　　　　　A
　　　　　　　　、
　　　　　　　　P　　　　　　　』遭
昨年成年女子で優勝した青木選手

　
大
厳
寺
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▽
組
別
及
び
距
離
（
各
組
男
・
女
）

o
小
学
五
年
・
六
年
○
中
学
｝
年

○
中
学
二
．
三
年
○
少
年
（
高
校

　
一
～
三
年
）
○
成
年
（
十
八
歳

以
上
）

◎
距
離

三
キ
・

五
キ
・

＋
キ
・

　
＋
五
キ
・

▽
競
技
規
則

　
ク
ラ
シ
カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
方
式

▽
参
加
費
　
一
人
五
〇
〇
円

▽
申
し
込
み
・
申
し
込
み
先

　
四
月
十
二
日
・
午
前
中
必
着
。

　
松
之
山
町
公
民
館
ま
で

⑳
。

（
小
学
女
子
）

（
小
学
男
子
・
中
学
女

子
）

（
中
学
男
子
・
少
年
女

子
・
成
年
女
子
）

　
（
少
年
・
成
年
男
子
）

電
話
で
の
申
し
込
み
は
、

切
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

）く
ス
ケ
ー
ト
は

團
圓
圓
ま
で
！

一

　
　
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
ブ
ラ
ザ
上
越

　
上
越
市
に
あ
り
ま
す
“
リ
ー
ジ

ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
”
の
ス
ケ
ー
ト

場
「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
は
、
五

月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
終

日
（
五
月
五
日
）
ま
で
営
業
し
て

い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ス
ケ
ー
ト

を
十
分
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
隣
の
上
越
科
学
館
で
は
、

色
々
な
催
し
物
や
実
験
、
展
示
物

な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変
勉

強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族

連
れ
で
是
非
、
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
い
つ
で
も
泳
げ
る
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
夏
を

待
ち
き
れ
な
い
皆
さ
ん
。
今
か
ら

始
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
・
各
種
教
室
の
案
内

を
す
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
電

話
案
内
）
を
行
っ
て
い
ま
す
ゆ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

奮
〇
二
五
五
ー
四
三
－
八
一
五
五

番
へ
．

⑬まつのやま

町史編さ刃
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江
戸
時
代
、

美
人
お
か
の
と
．

盛
ん
に
な
っ
た
盆
踊
り
は
、

長
編
で
叙
情
的
な
も
の
が
作
ら
れ
、

こ
れ
に
地
方
色
が
加
味
さ
れ
て
各

地
に
広
ま
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
ぷ
し

　
俗
に
「
く
ど
き
節
」
な
ど
と
い

う
が
、
松
之
山
に
残
る
盆
踊
り
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
ど

も
例
外
で
は
な
く
、
　
「
鈴
木
主
水

　
　
く
　
ど
き

白
糸
口
説
」
「
八
百
屋
お
七
」
「
忠
臣

蔵
義
士
踊
り
」
な
ど
数
多
い
。

　
湯
山
の
大
踊
り
「
美
人
お
か
の
」

も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
以
前
は
湯
山

甚
句
と
並
ん
で
広
く
唄
わ
れ
た
が
、

い
ま
は
そ
れ
も
聞
か
れ
な
く
な
っ

た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

民
衆
娯
楽
と
し
て

　
　
　
　
　
唄
も

　
　
美
人
お
か
の

湯
本
に
近
き
揚
山
村

村
で
知
ら
れ
る
お
か
の
さ
ん

器
量
の
よ
い
こ
と
て
る
て
姫

姫
に
も
ま
さ
り
し
器
量
よ
し

　
　
　
　
　
　
し
ら
と
り

人
に
知
れ
ず
と
白
鳥
へ

湯
本
の
仙
橋
後
に
し
て

思
い
つ
め
た
る
恋
娘

　
　
　
　
　
あ
と

夫
水
島
・
越
後
に
し
て

寺
石
番
所

過
ぐ
れ
ば
難
所
の
軽
井
沢

登
り
の
ぼ
り
て
茶
屋
峰

た
る
だ
　
　
す
が
ね
ま

樽
田
・
菅
沼
横
に
み
て

く
さ
ぐ
さ
　
　
　
　
　
　
ぢ
み

草
々
下
れ
ば
大
堤

，
ま
た
も
下
れ
ば
上
野
村

小
池
・
穴
山
後
に
し
て

道
を
急
げ
ば
早
い
も
の

寺
石
番
所
へ
差
し
か
か
る

通
し
て
下
さ
れ
番
所
さ
ん

そ
こ
で
番
所
の
い
う
こ
と
に
ゃ

手
形
が
な
け
れ
ば
通
さ
れ
ぬ

そ
こ
で
お
か
の
は
手
を
合
わ
せ

ど
う
ぞ
通
し
て
下
さ
れ
と

言
わ
れ
て
番
所
は
声
高
く

手
形
が
な
け
れ
ば
通
さ
れ
ぬ

恋
に
こ
が
れ
し
お
か
の
さ
ん

　
　
　
　
し
や

娘
の
心
は
蛇
の
こ
こ
ろ

着
て
い
た
着
物
を
脱
ぎ
す
て
て

止
む
る
役
人
突
き
放
ち

は
あ
大
川
を
泳
ぎ
越
す

恋
の
道
こ
そ
お
そ
ろ
し
や

ち
ょ
う
ど
時
間
と
な
り
ま
し
た

次
の
お
方
に
た
の
み
ま
す
。

唄
は
七
・
五
調
の
単
純
さ
と
軽

快
な
語
り
で
綴
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
登
場
す
る
寺
石
番
所
（
津

南
町
）
の
歴
史
は
古
く
、
こ
の
盆

踊
り
唄
の
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
近
世
の
松
之
山
郷
の
出
入
口
に

あ
た
る
頸
城
郡
大
島
村
と
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
く
ち
ど
め

寺
石
村
に
は
口
留
番
所
が
設
け
ら

れ
て
い
た
。
旅
人
は
こ
れ
ら
の
番

所
で
住
来
手
形
を
示
し
、
通
行
が

許
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
旅
に
出
る
時
は
楡

那
寺
も
し
く
は
庄
屋
の
発
行
し
た

住
来
手
形
を
必
要
と
し
た
が
、
女

性
が
旅
に
出
る
場
合
、
ま
た
は
松

之
山
郷
を
通
り
抜
け
る
旅
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　
お
お
さ
も
い
り

は
、

松
之
山
郷
の
大
肝
煎
が
発
行

砺
瀕
ー
．
，
辱

頻
』
コ
「

鰍

す
る
通
行
手
形
を
必
要
と
し
た
。

松
之
山
の
村
山
家
、
松
代
の
柳
家

で
は
女
た
ち
の
人
数
、
旅
の
目
的

や
様
子
を
質
し
た
上
で
手
形
を
交

付
し
て
い
た
。
こ
れ
を
女
手
形
と

い
っ
た
が
、
松
之
山
郷
の
大
肝
煎

に
よ
る
女
手
形
の
発
行
は
江
戸
時

代
初
期
、
村
山
家
文
書
に
は
「
こ

の
段
慶
安
年
中
（
一
六
四
八
～
五

】
）
に
も
仰
せ
付
け
ら
れ
候
や
…
」

と
あ
る
。

　
こ
う
し
た
番
所
は
犯
罪
者
の
逃

亡
や
禁
制
品
な
ど
の
持
ち
込
み
持

ち
出
し
の
取
り
締
り
に
あ
っ
た
が
、

特
に
女
手
形
を
必
要
と
し
た
の
に

は
、
　
「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
と
い

曳
＼

阿
＾
、
，

’
　
ヂ
、

ぐ
・
、
～
参

を
．
，

蟹91
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わ
れ
た
よ
う
に
在
府
の
大
名
の
妻

子
の
無
断
帰
国
を
監
視
す
る
た
め

に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
う
し
た

方
針
が
末
端
の
番
所
に
も
生
か
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
当
時
、
大
島
村
へ
向
か
う

女
性
は
北
国
通
り
の
伊
勢
参
り
や

五
智
仏
詣
で
、
あ
る
い
は
高
田
へ

の
病
気
養
生
、
ま
た
寺
石
村
へ
は

信
州
善
光
寺
詣
り
や
野
沢
温
泉
の

湯
治
が
多
か
っ
た
。
村
山
家
文
書

に
は

　
…
御
番
所
を
も
存
ぜ
ず
、
そ
の

所
（
在
所
）
の
手
形
も
持
参
致
さ

ず
松
之
山
へ
通
り
か
か
り
、
在
所

へ
切
手
取
り
に
帰
り
候
て
は
迷
惑

致
し
、
手
形
望
み
申
す
に
付
き
そ

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ご
こ

の
者
の
在
所
な
ど
悉
く
承
り
、
こ

の
辺
に
て
そ
の
者
よ
く
存
じ
候
も

の
請
け
合
い
に
て
、
い
よ
い
よ
相

違
も
御
座
な
く
、
確
か
な
る
者
に

御
座
候
は
ば
差
し
支
え
な
く
手
形

出
し
来
り
申
し
候
…

　
怪
し
い
者
で
な
い
限
り
、
容
易

に
手
形
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
た
が
、
女
の
｝
人
旅
に
は
番

所
も
厳
し
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
美
人
か
か
分

が
恋
こ
が
れ
た
白
鳥
の
果
報
者
と

は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
若
者
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
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第2回

　
「
早
春
の
大
厳
寺
高
原
で
、
シ
ー

ズ
ン
最
後
の
大
会
を
」
と
い
う
目

的
で
始
ま
っ
た
こ
の
大
会
、
今
年

が
二
回
目
で
、
昨
年
の
経
験
を
活

か
し
、
よ
り
充
実
し
た
レ
ベ
ル
の

高
い
大
会
に
し
よ
う
と
準
備
中
で

す
．

　
小
学
校
五
年
生
か
ら
成
年
の
部

ぽ
で
の
男
・
女
を
対
象
に
、
三
キ

ロ
か
ら
十
五
キ
ロ
の
コ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
て
お
り
、
参
加
料
と
し
て

五
百
円
納
入
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
第
一
回
大
会
で
は
、
成
年
の
部

に
日
本
大
学
・
近
畿
大
学
の
ス
キ

i
部
員
や
、
高
校
生
で
も
十
日
町

高
校
を
中
心
に
県
内
ト
ノ
プ
ク
ラ

ス
の
選
手
が
た
く
さ
ん
参
加
し
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
選
手
の
滑
り
方
・

走
り
方
を
見
ら
れ
た
だ
け
で
も
非

常
に
意
義
深
い
大
会
だ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。
町
内
の
選
手
の
皆
さ

ん
、
｝
人
で
も
多
く
参
加
し
て
く

だ
さ
い
．

　
大
会
要
項
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
．

▽
期
日
・
時
間

　
四
月
十
七
日
　
受
付
八
時
三
十

分
～
九
時
ま
で

▽
会
場．J　　　　　　　　b｛

　　　　　　　　A
　　　　　　　　、
　　　　　　　　P　　　　　　　』遭
昨年成年女子で優勝した青木選手

　
大
厳
寺
高
原
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　
ー
ス
キ
ー
コ
ー
ス

▽
組
別
及
び
距
離
（
各
組
男
・
女
）

o
小
学
五
年
・
六
年
○
中
学
｝
年

○
中
学
二
．
三
年
○
少
年
（
高
校

　
一
～
三
年
）
○
成
年
（
十
八
歳

以
上
）

◎
距
離

三
キ
・

五
キ
・

＋
キ
・

　
＋
五
キ
・

▽
競
技
規
則

　
ク
ラ
シ
カ
ル
テ
ク
ニ
ッ
ク
方
式

▽
参
加
費
　
一
人
五
〇
〇
円

▽
申
し
込
み
・
申
し
込
み
先

　
四
月
十
二
日
・
午
前
中
必
着
。

　
松
之
山
町
公
民
館
ま
で

⑳
。

（
小
学
女
子
）

（
小
学
男
子
・
中
学
女

子
）

（
中
学
男
子
・
少
年
女

子
・
成
年
女
子
）

　
（
少
年
・
成
年
男
子
）

電
話
で
の
申
し
込
み
は
、

切
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

）く
ス
ケ
ー
ト
は

團
圓
圓
ま
で
！

一

　
　
　
リ
ー
ジ
ョ
ン
ブ
ラ
ザ
上
越

　
上
越
市
に
あ
り
ま
す
“
リ
ー
ジ

ョ
ン
プ
ラ
ザ
上
越
”
の
ス
ケ
ー
ト

場
「
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
」
は
、
五

月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
最
終

日
（
五
月
五
日
）
ま
で
営
業
し
て

い
ま
す
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
ス
ケ
ー
ト

を
十
分
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
隣
の
上
越
科
学
館
で
は
、

色
々
な
催
し
物
や
実
験
、
展
示
物

な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
大
変
勉

強
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族

連
れ
で
是
非
、
行
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　
い
つ
で
も
泳
げ
る
オ
ー
ル
シ
ー

ズ
ン
プ
ー
ル
も
あ
り
ま
す
。
夏
を

待
ち
き
れ
な
い
皆
さ
ん
。
今
か
ら

始
め
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
・
各
種
教
室
の
案
内

を
す
る
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
電

話
案
内
）
を
行
っ
て
い
ま
す
ゆ
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

奮
〇
二
五
五
ー
四
三
－
八
一
五
五

番
へ
．

⑬まつのやま
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江
戸
時
代
、

美
人
お
か
の
と
．

盛
ん
に
な
っ
た
盆
踊
り
は
、

長
編
で
叙
情
的
な
も
の
が
作
ら
れ
、

こ
れ
に
地
方
色
が
加
味
さ
れ
て
各

地
に
広
ま
っ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
ぷ
し

　
俗
に
「
く
ど
き
節
」
な
ど
と
い

う
が
、
松
之
山
に
残
る
盆
踊
り
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ん
ど

も
例
外
で
は
な
く
、
　
「
鈴
木
主
水

　
　
く
　
ど
き

白
糸
口
説
」
「
八
百
屋
お
七
」
「
忠
臣

蔵
義
士
踊
り
」
な
ど
数
多
い
。

　
湯
山
の
大
踊
り
「
美
人
お
か
の
」

も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
以
前
は
湯
山

甚
句
と
並
ん
で
広
く
唄
わ
れ
た
が
、

い
ま
は
そ
れ
も
聞
か
れ
な
く
な
っ

た
の
が
惜
し
ま
れ
る
。

民
衆
娯
楽
と
し
て

　
　
　
　
　
唄
も

　
　
美
人
お
か
の

湯
本
に
近
き
揚
山
村

村
で
知
ら
れ
る
お
か
の
さ
ん

器
量
の
よ
い
こ
と
て
る
て
姫

姫
に
も
ま
さ
り
し
器
量
よ
し

　
　
　
　
　
　
し
ら
と
り

人
に
知
れ
ず
と
白
鳥
へ

湯
本
の
仙
橋
後
に
し
て

思
い
つ
め
た
る
恋
娘

　
　
　
　
　
あ
と

夫
水
島
・
越
後
に
し
て

寺
石
番
所

過
ぐ
れ
ば
難
所
の
軽
井
沢

登
り
の
ぼ
り
て
茶
屋
峰

た
る
だ
　
　
す
が
ね
ま

樽
田
・
菅
沼
横
に
み
て

く
さ
ぐ
さ
　
　
　
　
　
　
ぢ
み

草
々
下
れ
ば
大
堤

，
ま
た
も
下
れ
ば
上
野
村

小
池
・
穴
山
後
に
し
て

道
を
急
げ
ば
早
い
も
の

寺
石
番
所
へ
差
し
か
か
る

通
し
て
下
さ
れ
番
所
さ
ん

そ
こ
で
番
所
の
い
う
こ
と
に
ゃ

手
形
が
な
け
れ
ば
通
さ
れ
ぬ

そ
こ
で
お
か
の
は
手
を
合
わ
せ

ど
う
ぞ
通
し
て
下
さ
れ
と

言
わ
れ
て
番
所
は
声
高
く

手
形
が
な
け
れ
ば
通
さ
れ
ぬ

恋
に
こ
が
れ
し
お
か
の
さ
ん

　
　
　
　
し
や

娘
の
心
は
蛇
の
こ
こ
ろ

着
て
い
た
着
物
を
脱
ぎ
す
て
て

止
む
る
役
人
突
き
放
ち

は
あ
大
川
を
泳
ぎ
越
す

恋
の
道
こ
そ
お
そ
ろ
し
や

ち
ょ
う
ど
時
間
と
な
り
ま
し
た

次
の
お
方
に
た
の
み
ま
す
。

唄
は
七
・
五
調
の
単
純
さ
と
軽

快
な
語
り
で
綴
ら
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
に
登
場
す
る
寺
石
番
所
（
津

南
町
）
の
歴
史
は
古
く
、
こ
の
盆

踊
り
唄
の
年
輪
を
感
じ
さ
せ
る
。

　
近
世
の
松
之
山
郷
の
出
入
口
に

あ
た
る
頸
城
郡
大
島
村
と
魚
沼
郡

　
　
　
　
　
く
ち
ど
め

寺
石
村
に
は
口
留
番
所
が
設
け
ら

れ
て
い
た
。
旅
人
は
こ
れ
ら
の
番

所
で
住
来
手
形
を
示
し
、
通
行
が

許
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
旅
に
出
る
時
は
楡

那
寺
も
し
く
は
庄
屋
の
発
行
し
た

住
来
手
形
を
必
要
と
し
た
が
、
女

性
が
旅
に
出
る
場
合
、
ま
た
は
松

之
山
郷
を
通
り
抜
け
る
旅
の
女
性

　
　
　
　
　
　
　
お
お
さ
も
い
り

は
、

松
之
山
郷
の
大
肝
煎
が
発
行

砺
瀕
ー
．
，
辱

頻
』
コ
「

鰍

す
る
通
行
手
形
を
必
要
と
し
た
。

松
之
山
の
村
山
家
、
松
代
の
柳
家

で
は
女
た
ち
の
人
数
、
旅
の
目
的

や
様
子
を
質
し
た
上
で
手
形
を
交

付
し
て
い
た
。
こ
れ
を
女
手
形
と

い
っ
た
が
、
松
之
山
郷
の
大
肝
煎

に
よ
る
女
手
形
の
発
行
は
江
戸
時

代
初
期
、
村
山
家
文
書
に
は
「
こ

の
段
慶
安
年
中
（
一
六
四
八
～
五

】
）
に
も
仰
せ
付
け
ら
れ
候
や
…
」

と
あ
る
。

　
こ
う
し
た
番
所
は
犯
罪
者
の
逃

亡
や
禁
制
品
な
ど
の
持
ち
込
み
持

ち
出
し
の
取
り
締
り
に
あ
っ
た
が
、

特
に
女
手
形
を
必
要
と
し
た
の
に

は
、
　
「
入
り
鉄
砲
に
出
女
」
と
い

曳
＼

阿
＾
、
，

’
　
ヂ
、

ぐ
・
、
～
参

を
．
，

蟹91

津南町史資料編上巻より転載

わ
れ
た
よ
う
に
在
府
の
大
名
の
妻

子
の
無
断
帰
国
を
監
視
す
る
た
め

に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
こ
う
し
た

方
針
が
末
端
の
番
所
に
も
生
か
さ

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
当
時
、
大
島
村
へ
向
か
う

女
性
は
北
国
通
り
の
伊
勢
参
り
や

五
智
仏
詣
で
、
あ
る
い
は
高
田
へ

の
病
気
養
生
、
ま
た
寺
石
村
へ
は

信
州
善
光
寺
詣
り
や
野
沢
温
泉
の

湯
治
が
多
か
っ
た
。
村
山
家
文
書

に
は

　
…
御
番
所
を
も
存
ぜ
ず
、
そ
の

所
（
在
所
）
の
手
形
も
持
参
致
さ

ず
松
之
山
へ
通
り
か
か
り
、
在
所

へ
切
手
取
り
に
帰
り
候
て
は
迷
惑

致
し
、
手
形
望
み
申
す
に
付
き
そ

　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ご
こ

の
者
の
在
所
な
ど
悉
く
承
り
、
こ

の
辺
に
て
そ
の
者
よ
く
存
じ
候
も

の
請
け
合
い
に
て
、
い
よ
い
よ
相

違
も
御
座
な
く
、
確
か
な
る
者
に

御
座
候
は
ば
差
し
支
え
な
く
手
形

出
し
来
り
申
し
候
…

　
怪
し
い
者
で
な
い
限
り
、
容
易

に
手
形
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
は

で
き
た
が
、
女
の
｝
人
旅
に
は
番

所
も
厳
し
か
っ
た
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
美
人
か
か
分

が
恋
こ
が
れ
た
白
鳥
の
果
報
者
と

は
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
若
者
だ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。



ー
苺
の
ー

まつのやま⑭◆㌔ト㌧「

〆ぜ一

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
今
年
も
大
盛
況
1

　
第
五
回
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ

ー
ニ
バ
ル
が
三
月
二
ト
ヒ
日
行
わ

れ
、
二
千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ち
よ
っ
と
肌
寒
い

天
候
で
し
た
が
、
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ

大
回
転
競
技
に
出
場
す
る
人
や
、

味
の
名
店
街
を
目
的
に
来
る
人
な

ど
家
族
連
れ
を
中
心
に
大
勢
集
ま

り
、
楽
し
い
一
日
を
ス
キ
ー
場
で

過
し
ま
し
た
．

　
今
年
の
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
で

注
目
さ
れ
た
の
は
、
チ
ビ
ッ
コ
コ

ー
ナ
ー
の
キ
ン
グ
コ
ン
グ
た
ち
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
σ
響
？
熱
評
、
，
竃

傷
．
臓
甑

碗
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
籍

▲
ワ
・

し
た
。
東
京
か
ら
こ
の
日
の
た
め

に
特
に
取
り
寄
せ
た
と
い
う
，
キ

ン
グ
コ
ン
グ
”
や
パ
ン
ダ
・
ウ
サ

ギ
・
リ
ス
・
ラ
イ
オ
ン
と
い
っ
た

衣
装
を
付
け
た
ス
キ
ー
場
職
員
の

皆
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
ヂ
供
た

ち
は
大
喜
び
。
で
も
、
キ
ン
グ
コ

ン
グ
の
顔
が
恐
く
て
泣
き
出
す
チ

ビ
ッ
コ
も
い
っ
ぱ
い
い
て
、
ち
ょ

っ
と
と
ま
ど
う
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
、
チ
供
た
ち
に
は

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う

で
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
酒
一
升
早
飲
み
リ

子供たちが喜二んだぬいぐるみ
　　　「キングコングがおっかないよ～」

．
¢

レ
ー
・
牽
、
上
つ
な
引
き
大
会
も
、

咋
年
よ
り
参
加
チ
ー
ム
が
減
っ
て

残
念
で
し
た
が
行
わ
れ
、
酒
一
升

早
飲
み
リ
レ
ー
で
は
、
天
水
越
深

山
会
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
二
位
に

は
豪
雪
塾
チ
ー
ム
が
入
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
た

．
牽
，
上
つ
な
引
き
大
会
”
で
は
、

ま
た
ま
た
越
深
山
会
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
二
位
は
横
浜
税
関
チ
ー
ム
、

三
位
に
天
水
島
婦
人
会
チ
ー
ム
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
婦
人

会
の
皆
さ
ん
、
頑
張
り
ま
し
た
ね
。

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
競
技
大

今年も味の名店街は
　　　　　　　　人、人、人でいっばい！

会
に
も
地
元
を
中
心
に
、
関
束
方

而
か
ら
も
た
く
さ
ん
参
加
者
が
あ

り
、
人
賞
者
に
は
ス
キ
ー
の
板
や

ウ
ェ
ア
ー
な
ど
豪
華
な
賞
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
．

　
毎
年
好
評
の
味
の
名
店
街
で
は
、

地
元
の
方
々
が
色
々
準
備
さ
れ
、

ア
ン
ボ
・
つ
ま
き
・
け
ん
ち
ん
汁

か
ら
フ
ゥ
セ
ン
・
ワ
タ
ア
メ
ま
で

た
く
さ
ん
の
品
々
が
軒
を
連
ね
、

人
が
切
れ
る
こ
と
な
く
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
”
ラ
ビ
ッ
ト

も
っ
と
早
く

　
　
飲
め
よ

ス
ー
プ
”
　
”
甘
酒
”
も
人
気
の
的
。

八
ー
年
は
い
っ
ぱ
い
川
意
さ
れ
、
多

く
の
人
に
飲
ん
で
も
ら
え
た
よ
う

で
す
．

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
M
M
M
バ
ン
ド
の
生
演

奏
と
カ
ラ
オ
ケ
が
、
そ
の
前
で
は

“
モ
チ
つ
き
”
が
行
わ
れ
、
カ
ー

ニ
バ
ル
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
．

7
今
年
行
け
な
か
っ
た
方
は
、
是

非
来
年
は
出
掛
け
－
て
見
て
く
だ
さ

い
．

　
今
年
は
女
性
も
参
加
し
て

　
　
盛
り
上
が
っ
た
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

〆
荏
　
二
ぜ
雛
’

「
バ
カ
言
う
ん
じ
ゃ
な
、
い
よ

二
れ
で
精
一
杯
だ
」

G9

おしらせ
　コ。ナ。

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
に

登
録
と
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
4
月
25

日
・
、
26
日
実
施

⑮まつのやま

　
自
宅
で
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
、
年
一
回
の
登
録
及
び
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
が
次
の
よ
う
な

日
租
で
行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
登
録
．

注
射
を
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。◎

日
程

＊
四
月
二
十
五
日
（
月
）

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
十
時
～
十
時
十
五
分
ま
で

▽
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
＋
時
三
＋
分
～
＋
一
時
ま
で

▽
里
川
八
眉
八
月
庫
晶
剛

　
十
一
時
十
分
～
二
十
分
ま
で

▽
小
谷
十
一
屋
前

　
午
後
一
時
～
一
時
十
五
分
ま
で

▽
上
川
手
公
会
堂

　
一
時
三
十
分
～
四
十
五
分
ま
で

▽
坪
野
福
石
屋
前

　
二
時
～
二
時
レ
五
分
ま
で

▽
東
川
小
学
校
前

　
二
時
三
卜
分
～
四
十
五
分
ま
で

＊
四
月
二
十
六
日
（
火
）
・

▽
湯
山
営
林
署
前

　
十
時
～
十
時
二
十
分
ま
で

▽
湯
本
．
駐
車
場

　
＋
時
三
十
分
～
四
＋
五
分
ま
で

▽
松
里
農
協
前

　
＋
一
時
～
＋
一
時
三
＋
分
ま
で

▽
松
之
山
町
役
場

　
午
後
一
時
～
一
時
三
予
分
ま
で

◎
料
金

　
一
頭
に
つ
き
　
四
、
七
六
〇
円

　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
．
注

　
射
料
二
、
六
六
〇
円
）

◎
注
意

o
印
カ
ン
・
愛
犬
手
帳
を
持
参
し
、

　
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で
来

　
て
く
だ
さ
い
．

〇
二
十
．
五
・
二
十
六
日
に
ど
う
し

　
て
も
来
れ
な
い
万
は
、
二
十
三

　
H
ま
で
に
役
場
衛
生
係
ま
で
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
八
・
、

　
後
で
や
る
と
料
金
が
一
、
O
O

　
O
円
高
く
な
り
ま
す
。

○
今
年
初
め
て
登
録
す
る
犬
に
つ

　
い
て
は
「
犬
の
写
真
」
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
願
い

　
今
年
度
よ
り
、
犬
を
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
々
に
対
す
る
罰
則
が
厳

し
く
な
り
ま
す
。
無
登
録
・
無
注

射
の
犬
や
、
放
し
飼
い
、
人
に
咬

み
つ
い
た
り
し
た
場
合
、
告
発
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
し
い
飼
育
方
法

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飼
っ
て
お
ら
れ
る
犬
が
死
亡
し

た
と
き
は
、
役
場
衛
生
係
ま
で
連

絡
を
お
願
い
　
令
分

　
　
　
　
　
　
　
（
別

し
ま
す
．

63

年
度

▽
一
般
作
業

、
男
　
五
、

　
女
　
五

、

▽
田
植
作
業

　
男
・
女
共

▽
稲
刈
作
業

　
ー
フ
　
　
　
・
L
、

　
旦
ノ
　
　
　
ー
了

　
女
　
五
、

▽
除
雪
作
業

　
I
J
　
　
　
　
、
￥
、

　
日
フ
　
　
　
」
／

　
女
　
五
、

農
業
労
働
賃
金
表

　
　
　
　
　
　
▽
田
植
機
（
一
箱
）
四
三
〇
円

八
O
O
円

三
〇
〇
円

五
、

九
〇
〇
円

〆●
色6

九
〇
〇
円

七
〇
〇
円

一
〇
〇
円

八
O
O
円

▽
耕
運
機
（
一
日
）

　
　
　
一
八
、
二
〇
〇
円

▽
バ
イ
ン
ダ
ー
（
一
時
間
）

　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

▽
ト
ラ
ク
タ
ー
（
整
備
田
・
未

　
整
備
田
で
料
金
が
異
な
り
ま

　
す
）
　
　
　
“

◎
職
工
賃
金
　
　
（
全
職
種
）

　
基
準
賃
金
一
一
、
五
〇
〇
円

　
冬
期
問
　
　
九
、
五
〇
〇
円

※
労
働
時
間
は
八
時
間
、
冬
場

　
は
七
時
間
と
す
る
。

　
ま
か
な
い
及
び
、
あ
が
り
酒

　
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
ヶ
。

東北電力より

　お知らせ
　松之山町の皆さんに、長い間親

しんで頂きました松代出張所の名

称が、松代サービスセンターに変

りましたのでお知らせします。

　業務は今までと変りませんので

ご利用ください。
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松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
今
年
も
大
盛
況
1

　
第
五
回
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
カ

ー
ニ
バ
ル
が
三
月
二
ト
ヒ
日
行
わ

れ
、
二
千
人
の
人
出
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ち
よ
っ
と
肌
寒
い

天
候
で
し
た
が
、
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ

大
回
転
競
技
に
出
場
す
る
人
や
、

味
の
名
店
街
を
目
的
に
来
る
人
な

ど
家
族
連
れ
を
中
心
に
大
勢
集
ま

り
、
楽
し
い
一
日
を
ス
キ
ー
場
で

過
し
ま
し
た
．

　
今
年
の
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
で

注
目
さ
れ
た
の
は
、
チ
ビ
ッ
コ
コ

ー
ナ
ー
の
キ
ン
グ
コ
ン
グ
た
ち
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　
σ
響
？
熱
評
、
，
竃

傷
．
臓
甑

碗
ぜ

　
　
　
　
　
　
　
籍

▲
ワ
・

し
た
。
東
京
か
ら
こ
の
日
の
た
め

に
特
に
取
り
寄
せ
た
と
い
う
，
キ

ン
グ
コ
ン
グ
”
や
パ
ン
ダ
・
ウ
サ

ギ
・
リ
ス
・
ラ
イ
オ
ン
と
い
っ
た

衣
装
を
付
け
た
ス
キ
ー
場
職
員
の

皆
さ
ん
が
登
場
す
る
と
、
ヂ
供
た

ち
は
大
喜
び
。
で
も
、
キ
ン
グ
コ

ン
グ
の
顔
が
恐
く
て
泣
き
出
す
チ

ビ
ッ
コ
も
い
っ
ぱ
い
い
て
、
ち
ょ

っ
と
と
ま
ど
う
一
幕
も
あ
り
ま
し

た
。
と
に
か
く
、
チ
供
た
ち
に
は

最
高
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
だ
っ
た
よ
う

で
す
．

　
こ
の
ほ
か
、
酒
一
升
早
飲
み
リ

子供たちが喜二んだぬいぐるみ
　　　「キングコングがおっかないよ～」

．
¢

レ
ー
・
牽
、
上
つ
な
引
き
大
会
も
、

咋
年
よ
り
参
加
チ
ー
ム
が
減
っ
て

残
念
で
し
た
が
行
わ
れ
、
酒
一
升

早
飲
み
リ
レ
ー
で
は
、
天
水
越
深

山
会
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
二
位
に

は
豪
雪
塾
チ
ー
ム
が
入
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
八
チ
ー
ム
が
出
場
し
た

．
牽
，
上
つ
な
引
き
大
会
”
で
は
、

ま
た
ま
た
越
深
山
会
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、
二
位
は
横
浜
税
関
チ
ー
ム
、

三
位
に
天
水
島
婦
人
会
チ
ー
ム
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
婦
人

会
の
皆
さ
ん
、
頑
張
り
ま
し
た
ね
。

　
カ
ザ
マ
カ
ッ
プ
大
回
転
競
技
大

今年も味の名店街は
　　　　　　　　人、人、人でいっばい！

会
に
も
地
元
を
中
心
に
、
関
束
方

而
か
ら
も
た
く
さ
ん
参
加
者
が
あ

り
、
人
賞
者
に
は
ス
キ
ー
の
板
や

ウ
ェ
ア
ー
な
ど
豪
華
な
賞
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
．

　
毎
年
好
評
の
味
の
名
店
街
で
は
、

地
元
の
方
々
が
色
々
準
備
さ
れ
、

ア
ン
ボ
・
つ
ま
き
・
け
ん
ち
ん
汁

か
ら
フ
ゥ
セ
ン
・
ワ
タ
ア
メ
ま
で

た
く
さ
ん
の
品
々
が
軒
を
連
ね
、

人
が
切
れ
る
こ
と
な
く
訪
れ
て
い

ま
し
た
。

　
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
”
ラ
ビ
ッ
ト

も
っ
と
早
く

　
　
飲
め
よ

ス
ー
プ
”
　
”
甘
酒
”
も
人
気
の
的
。

八
ー
年
は
い
っ
ぱ
い
川
意
さ
れ
、
多

く
の
人
に
飲
ん
で
も
ら
え
た
よ
う

で
す
．

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
M
M
M
バ
ン
ド
の
生
演

奏
と
カ
ラ
オ
ケ
が
、
そ
の
前
で
は

“
モ
チ
つ
き
”
が
行
わ
れ
、
カ
ー

ニ
バ
ル
を
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
喜
ば

れ
て
い
ま
し
た
．

7
今
年
行
け
な
か
っ
た
方
は
、
是

非
来
年
は
出
掛
け
－
て
見
て
く
だ
さ

い
．

　
今
年
は
女
性
も
参
加
し
て

　
　
盛
り
上
が
っ
た
酒
一
升
早
飲
み
リ
レ
ー

〆
荏
　
二
ぜ
雛
’

「
バ
カ
言
う
ん
じ
ゃ
な
、
い
よ

二
れ
で
精
一
杯
だ
」

G9

おしらせ
　コ。ナ。

犬
を
飼
育
さ
れ
て
い
る
方
に

登
録
と
予
防
注
射
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
4
月
25

日
・
、
26
日
実
施

⑮まつのやま

　
自
宅
で
犬
を
飼
っ
て
お
ら
れ
る

方
々
、
年
一
回
の
登
録
及
び
、
狂

犬
病
の
予
防
注
射
が
次
の
よ
う
な

日
租
で
行
わ
れ
ま
す
。
必
ず
登
録
．

注
射
を
受
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。◎

日
程

＊
四
月
二
十
五
日
（
月
）

▽
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー

　
十
時
～
十
時
十
五
分
ま
で

▽
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

　
＋
時
三
＋
分
～
＋
一
時
ま
で

▽
里
川
八
眉
八
月
庫
晶
剛

　
十
一
時
十
分
～
二
十
分
ま
で

▽
小
谷
十
一
屋
前

　
午
後
一
時
～
一
時
十
五
分
ま
で

▽
上
川
手
公
会
堂

　
一
時
三
十
分
～
四
十
五
分
ま
で

▽
坪
野
福
石
屋
前

　
二
時
～
二
時
レ
五
分
ま
で

▽
東
川
小
学
校
前

　
二
時
三
卜
分
～
四
十
五
分
ま
で

＊
四
月
二
十
六
日
（
火
）
・

▽
湯
山
営
林
署
前

　
十
時
～
十
時
二
十
分
ま
で

▽
湯
本
．
駐
車
場

　
＋
時
三
十
分
～
四
＋
五
分
ま
で

▽
松
里
農
協
前

　
＋
一
時
～
＋
一
時
三
＋
分
ま
で

▽
松
之
山
町
役
場

　
午
後
一
時
～
一
時
三
予
分
ま
で

◎
料
金

　
一
頭
に
つ
き
　
四
、
七
六
〇
円

　
（
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
．
注

　
射
料
二
、
六
六
〇
円
）

◎
注
意

o
印
カ
ン
・
愛
犬
手
帳
を
持
参
し
、

　
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で
来

　
て
く
だ
さ
い
．

〇
二
十
．
五
・
二
十
六
日
に
ど
う
し

　
て
も
来
れ
な
い
万
は
、
二
十
三

　
H
ま
で
に
役
場
衛
生
係
ま
で
連

　
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
八
・
、

　
後
で
や
る
と
料
金
が
一
、
O
O

　
O
円
高
く
な
り
ま
す
。

○
今
年
初
め
て
登
録
す
る
犬
に
つ

　
い
て
は
「
犬
の
写
真
」
を
持
参

　
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
お
願
い

　
今
年
度
よ
り
、
犬
を
飼
育
さ
れ

て
い
る
方
々
に
対
す
る
罰
則
が
厳

し
く
な
り
ま
す
。
無
登
録
・
無
注

射
の
犬
や
、
放
し
飼
い
、
人
に
咬

み
つ
い
た
り
し
た
場
合
、
告
発
さ

れ
ま
す
の
で
、
正
し
い
飼
育
方
法

を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
飼
っ
て
お
ら
れ
る
犬
が
死
亡
し

た
と
き
は
、
役
場
衛
生
係
ま
で
連

絡
を
お
願
い
　
令
分

　
　
　
　
　
　
　
（
別

し
ま
す
．
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年
度

▽
一
般
作
業

、
男
　
五
、

　
女
　
五

、

▽
田
植
作
業

　
男
・
女
共

▽
稲
刈
作
業

　
ー
フ
　
　
　
・
L
、

　
旦
ノ
　
　
　
ー
了

　
女
　
五
、

▽
除
雪
作
業

　
I
J
　
　
　
　
、
￥
、

　
日
フ
　
　
　
」
／

　
女
　
五
、

農
業
労
働
賃
金
表

　
　
　
　
　
　
▽
田
植
機
（
一
箱
）
四
三
〇
円

八
O
O
円

三
〇
〇
円

五
、

九
〇
〇
円

〆●
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九
〇
〇
円

七
〇
〇
円

一
〇
〇
円

八
O
O
円

▽
耕
運
機
（
一
日
）

　
　
　
一
八
、
二
〇
〇
円

▽
バ
イ
ン
ダ
ー
（
一
時
間
）

　
　
　
　
三
、
O
O
O
円

▽
ト
ラ
ク
タ
ー
（
整
備
田
・
未

　
整
備
田
で
料
金
が
異
な
り
ま

　
す
）
　
　
　
“

◎
職
工
賃
金
　
　
（
全
職
種
）

　
基
準
賃
金
一
一
、
五
〇
〇
円

　
冬
期
問
　
　
九
、
五
〇
〇
円

※
労
働
時
間
は
八
時
間
、
冬
場

　
は
七
時
間
と
す
る
。

　
ま
か
な
い
及
び
、
あ
が
り
酒

　
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
ヶ
。

東北電力より

　お知らせ
　松之山町の皆さんに、長い間親

しんで頂きました松代出張所の名

称が、松代サービスセンターに変

りましたのでお知らせします。

　業務は今までと変りませんので

ご利用ください。
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春の全国交通安全運動
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4月6日～15日まで
「ありがとう、人も車も　ゆずりあい」

◎子供と高齢者の交通事故防止

　雪消えとともに車の数もだんだん増えて来ます。また、入

園・入学の時期でもあり、かわいい子供たちが通い始めます。

歩行者はもちろん、ドライバーの皆さん十分注意してくださ
いo

◎二輪車の事故防止

正
解
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　春になって免許を取りに行く方も多いと思いますが、交通

ルールを良く守り、無謀運転は絶対しないよう心掛けましょ
う。

　ヘルメットも規格にあったも

のを正しく着用してください・㊧．

◎シートベルトの着用

　シートベルトの着用が義務付

けられてから、かなりの期間が

過ぎました。最近、着用されて

いない方が増えて来たようです。

近くであっても正しく着用され

るよう徹底してください。

・
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あ

圓
　
■　

　
　
出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
正
樹

　
　
　
白
先
コ
ウ
・
4
手
ま
で

　
　
●
ヒ
ン
ト
…
ツ
ケ
筋

　
　
　
2
分
で
3
級
、
ノ
ー
タ
イ
ム
で
有

　
　
段
者

圃　
　
出
題
　
八
段
　
北
村
昌
男

●
ヒ
ン
ト
…
快
適
な
捨
て
の
連
発

　
1
0
分
で
3
級
、
5
分
で
初
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駐
銀

二
三
四
五
六
七
八
九

戸籍の窓
　　おめでた（離）

ノタ　　ノタ

芙美ちゃん　中島健男さんの長女　　（水　梨）
はる　か

春香ちゃん　井川一成さんの長女　　（天水越）
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まつのやま⑯

新潟県

警察官募集中！
　県警では、郷土の治安を守る若さと情熱の

ある警察官を募集しています。

〉受付期問

　4月4日（月）～5月2日（月）まで。
〉受験資格

　大学卒業者（採用までに卒業見込みの者を

　含む。）で、昭和35年8月2日から昭和41年

　4月1日までに生まれた男子。
〉採用年月日

　昭和63年8月1日。

※詳しくは、警察署又は、最寄りの派出所、

　駐在所へお問い合せください。
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NHK学園高校

生徒募集
　NHK学園高等学校では、63年度の生徒を募集し

ています。

　NHK学園高校はテレビ・ラジオを利用して学習

する広域通信制高校で、4年間で高校卒業の資格が

得られる「高校普通科コース」、特定の科目だけを

選んで単位を取る「選科生コース」、それに希望す

る科目を自由に学習する「教養コース」などがあり

ます。

　どの科目も基礎からスタートするので、中学校卒

業後、長いブランクのある人でも支障なく学習を進

めることができます。

　また、書道や俳句、油絵など、一般社会人を対象

とした「生涯学習講座」もあります。

　受講案内（無料）はハガキで、

〒951新潟市川岸町1の49　NHK新潟放送局へ。

　　　　　　　　　　　　　　（締切4月15日）
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上川手歌舞伎特別公演「義経千本桜鮨屋の場」

5月1日現在　□総人口4，061人（一19）

（　）内は4月1日との比較

　　　　　　　　　　　19885月号（恥147）

［コ男1，987人（一9）　□女2，074人（一10）臼□世帯数i，208戸（一1）
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　　　　　　　　　　藤〆勧．・
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㈲
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口
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会
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昨年12月、種類の違う家庭用の洗浄剤を併せて使っ

たところ、有毒ガスが発生し主婦が中毒死した事故が

ありました。

今後、業界では容器に「塩素系」・「酸性タイプ」

の文字を表示するそうですが、使用上の注意を良く読

んで使いましょう。

　　　　　　　　　　　　保健衛生係

まつのやま⑱

山火事防止運動

4月15日～5月31日

東頸消防署管内における昨年中の火災原因の

うち、焚き火、野焼きが元となる火災（ボヤも

含む）が8件（47％）と、火災原因の中ではト

ップで異常に多く発生しました。

今年も昨年同様少雪であることから、この種

の火災多発が予想されますので、次の事に注意

しましょう。

1、強風又は、異常乾燥の時には焚き火、野焼

　きをしないこと。

2、焚き火の場所を離れる時は完全に消火する

　こと。

3、枯れ草等の燃え

やすい物の近くで

は、焚き火をしな

いこと。

4、野山では煙草の

投げ捨てはしない

こと。
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